


一
九
九
九
年
の
国
際
高
齢
者

年
を
契
機
と
し
て
、
昨
年
七
月

に
設
立
し
た
「
国
際
高
齢
者

年
・
石
川
Ｎ
Ｇ
Ｏ
」
は
、
当
面

の
重
点
活
動
と
し
て
各
界
の
専

門
家
と
医
療
・
福
祉
団
体
が
連

携
し
た
「
介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ

パ
ー
ソ
ン
」（
事
務
局
は
石
川

県
保
険
医
協
会
）
を
組
織
し
、

七
月
八
日
、
石
川
県
社
会
福
祉

会
館
に
お
い
て
百
八
十
人
の
参

加
者
を
得
て
、
発
足
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

先
立
ち
午
後
一
時
半
か
ら
主
催

者
代
表
の
梶
井
幸
代
さ
ん
と
、

澤
信
俊
（
学
識
経
験
者
）、
岩

淵
正
明
（
弁
護
士
）、
信
耕
久

美
子
（
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
）
、
高
松
弘
明
（
医
師
）

の
四
人
の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

が
マ
ス
コ
ミ
八
社
の
参
加
を
得

て
記
者
会
見
を
開
き
、
趣
旨
説

明
を
行
っ
た
。
な
お
、
ほ
か
三

人
の
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
で
あ

る
橋
爪
信
敏
（
司
法
書
士
）
、

橋
本
明
夫
（
弁
護
士
）、
畠
山

美
智
子
（
弁
護
士
）
の
各
氏
は

参
加
で
き
な
か
っ
た
。

午
後
二
時
か
ら
の
開
会
で

は
、
ま
ず
梶
井
さ
ん
が
主
催
者

あ
い
さ
つ
の
中
で
、
石
川
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
設
立
に
至
っ
た
経
過
や
介

護
保
険
に
お
け
る
女
性
の
役
割

と
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
発
足

へ
の
大
き
な
期
待
を
表
明
し

た
。第

一
部
の
特
別
報
告
は
、

「
介
護
認
定
方
法
の
改
善
を
求

め
た
審
査
請
求
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
金
沢
市
在
住
で
糖
尿

病
性
網
膜
症
に
よ
る
全
盲
の
中

村
進
さ
ん
（
五
十
六
歳
）
が
、

要
介
護
認
定
で
自
立
と
判
定
さ

れ
た
の
を
不
服
と
し
て
、
県
介

護
保
険
審
査
会
に
審
査
請
求
を

行
っ
た
体
験
を
話
し
た
。
裁
決

で
は
申
し
立
て
は
棄
却
と
な
っ

た
が
、
審
査
会
会
長
の
『
よ
り

実
態
に
即
し
た
認
定
調
査
・
判

定
の
運
用
が
検
討
さ
れ
る
よ
う

国
に
望
む
』
と
の
談
話
を
勝
ち

得
た
中
村
さ
ん
の
信
念
と
行
動

力
に
対
し
て
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
湧
い
た
。

第
二
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
テ
ー
マ
「
介
護
保
険
制
度

に
お
け
る
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
役
割
」
で
、
五
人
の
報
告
者

が
あ
っ
た
。
金
沢
市
介
護
保
険

課
課
長
の
佐
藤
伸
也
氏
か
ら

は
、
市
の
相
談
窓
口
体
制
、
介

護
保
険
運
営
協
議
会
、
地
域
福

祉
権
利
擁
護
事
業
、
苦
情
に
関

す
る
専
門
組
織
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
連
絡
会
、
第
三
者
機

関
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
評

価
・
認
証
制
度
な
ど
、
各
種
の

企
画
が
進
行
中
で
あ
る
と
報
告

さ
れ
た
。
行
政
の
施
策
で
も
高

齢
者
、
家
族
、
市
民
の
参
加
を

促
進
し
よ
う
と
す
る
金
沢
市
の

姿
勢
を
知
り
、意
を
強
く
し
た
。

春
日
町
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
婦
長

の
出
水
裕
美
子
氏
は
、
自
施
設

で
従
来
か
ら

の
入
所
者
の

苦
情
・
要
望

の
処
理
状
況

に
つ
い
て
紹

介
し
、
介
護

保
険
時
代
に

入
っ
て
の
新

た
な
対
応
も

検
討
中
で
あ

り
、
第
三
者

機
関
に
よ
る

公
平
・
中
立

的
な
評
価
と

助
言
を
期
待

す
る
と
述
べ

た
。
民
間
事

業
者
と
し
て

発
言
し
た
ベ
ネ
ッ
セ
介
護
セ
ン

タ
ー
金
沢
所
長
の
荒
木
明
憲
氏

は
、
会
社
の
基
本
理
念
は
お
客

様
に
最
高
に
満
足
し
て
も
ら
え

る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
可
能
な
社
員
の
育

成
を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
地

域
で
の
地
道
な
努
力
を
評
価
し

て
ほ
し
い
と
し
た
。
顧
客
満
足

度
と
従
業
員
満
足
度
が
リ
ン
ク

し
て
業
績
が
ア
ッ
プ
す
る
と
い

う
説
明
が
爽
や
か
に
聞
こ
え

た
。今

回
、
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
一
人
と
な
っ
た
保
険
医
協
会

会
長
の
高
松
弘
明
医
師
か
ら

は
、
開
業
医
か
ら
み
た
介
護
保

険
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

と
く
に
主
治
医
意
見
書
に
つ
い

て
そ
の
書
式
の
問
題
個
所
、
制

度
運
営
上
で
の
扱
わ
れ
方
、
そ

れ
ら
が
原
因
で
の
認
定
結
果
へ

の
影
響
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
介
護
業
務
中
の
事
故

で
の
責
任
所
在
が
不
明
確
で
あ

る
と
の
重
大
な
指
摘
が
あ
っ

た
。
最
後
の
発
言
者
と
し
て
、

金
沢
経
済
大
学
教
授
で
、
オ
ン

ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
中
心
的
役
割

を
務
め
る
澤
信
俊
氏
か
ら
、
背

景
と
な
っ
て
い
る
介
護
保
険
の

現
時
点
の
課
題
提
示
と
、
本
日

発
足
し
た
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
、
総

括
が
あ
っ
た
。

フ
ロ
ア
ー
発
言
も
活
発
に
あ

り
、
七
人
の
方
か
ら
熱
心
な
質

問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
有
意
義
で
あ
っ

た
と
実
感
し
た
。
最
後
に
な
っ

た
が
、
司
会
者
を
は
じ
め
関
係

者
各
位
の
ご
苦
労
を
謝
し
て
報

告
を
終
え
る
。

◎
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は
、

本
紙
次
号
（
臨
時
増
刊
号
）
に

掲
載
し
ま
す
。
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副
会
長
　
安
藤
　
良
一
（
金
沢
市
・
内
科
） 

介
護
保
険
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン 

発
足
を
記
念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

― 

意
義
と
役
割
を
確
認
し
合
っ
て 

脳
卒
中
や
頭
部
外
傷
に
よ

り
失
語
症
と
な
っ
た
方
々
に

対
し
、
言
語
聴
覚
土
は
言
語

評
価
や
訓
練
・
指
導
を
通

し
、
病
気
後
も
で
き
る
だ
け

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

り
や
す
く
な
る
よ
う
支
援
し

て
い
ま
す
。

今
回
は
、
言
語
訓
練
お
よ

び
指
導
の
経
過
を
中
心
に
例

を
挙
げ
て
お
話
し
し
ま
す
。

〈
Ａ
さ
ん
の
場
合
〉

七
十
四
歳
、
女
性
の
Ａ
さ

ん
は
、
脳
梗
塞
の
た
め
右
片

麻
痺
と
失
語
症
を
合
併
し
ま

し
た
。
日
常
会
話
程
度
の
話

で
あ
れ
ば
理
解
で
き
る
も
の

の
、
話
す
こ
と
は
同
じ
よ
う

な
音
を
繰
り
返
し
発
す
る
だ

け
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
運

動
失
語
タ
イ
プ
と
考
え
、
訓

練
・
指
導
を
開
始
し
ま
し

た
。訓

練
で
は
、
こ
と
ば
が
話

せ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
、

音
や
口
の
形
を
真
似
て
発
音

す
る
練
習
や
、
絵
を
見
て
そ

の
名
前
を
話
す
練
習
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
当
初
Ａ
さ

ん
は
言
い
た
い
こ
と
が
う
ま

く
伝
わ
ら
な
い
こ
と
に
気
落

ち
し
、
諦
め
て
い
る
よ
う
で

し
た
の
で
、
訓
練
と
併
行
し

て
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ノ
ー
ト
」
を
活
用
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
写
真
・
絵

や
文
字
を
人
物
、
場
所
、
食

べ
物
や
日
用
品
と
い
っ
た
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
し
て
記
し

た
ノ
ー
ト
で
、
こ
と
ば
の
代

わ
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
用
い
ま
す
。

Ａ
さ
ん
も
当
面
は
こ
の
ノ

ー
ト
を
介
し
て
、
家
族
や
周

囲
の
人
と
や
り
と
り
を
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
少
し
ず
つ

意
欲
を
取
り
戻
し
、
こ
と
ば

も
二
語
文
程
度
話
せ
る
よ
う

に
な
り
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・
ノ
ー
ト
」
の
出
番

は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま
し

た
。

〈
Ｂ
さ
ん
の
場
合
〉

六
十
二
歳
、
男
性
の
Ｂ
さ

ん
は
、
脳
内
出
血
と
な
り
血

腫
を
取
り
除
く
手
術
を
し
た

も
の
の
、
失
語
症
が
残
り
ま

し
た
。
理
解
が
悪
く
、
話
し

こ
と
ば
が
流
暢
多
弁
な
感
覚

失
語
タ
イ
プ
で
あ
り
、「
名

前
は
？
」
と
い
っ
た
簡
単
な

質
問
に
も
、「
あ
ー
、
い
い

み
た
い
で
す
ね
・
・
・
」
な

ど
と
的
外
れ
で
ま
と
ま
り
の

つ
か
な
い
内
容
を
話
し
続
け

ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
タ
イ

プ
に
多
い
、
病
識
欠
如
（
自

分
の
病
気
の
状
態
を
認
識
で

き
な
い
）
の
傾
向
に
あ
り
、

変
な
こ
と
を
言
っ
て
も
す
ま

し
て
い
ま
し
た
。
時
に
は
、

Ｂ
さ
ん
の
言
い
た
い
こ
と
が

理
解
で
き
ず
何
度
も
問
い
た

だ
す
家
族
に
対
し
、「
何
で

分
か
ら
な
い
ん
だ
」
と
Ｂ
さ

ん
が
怒
鳴
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
こ
で
、Ｂ
さ
ん
に
対
し
、

指
示
さ
れ
た
物
や
絵
を
選
択

す
る
と
い
っ
た
、
聞
い
て
理

解
す
る
力
を
伸
ば
す
練
習
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
一
方
で
、

家
族
に
対
し
、
Ｂ
さ
ん
は
ペ

ラ
ペ
ラ
と
話
し
一
見
何
で
も

理
解
で
き
て
い
そ
う
だ
が
実

際
は
あ
ま
り
理
解
で
き
て
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
少
し

で
も
理
解
し
や
す
い
よ
う

に
、
ゆ
っ
く
り
、
短
く
、
分

か
り
や
す
い
こ
と
ば
で
話
し

か
け
る
こ
と
や
、
実
物
を
示

し
た
り
、
実
際
に
そ
の
場
所

へ
行
っ
て
話
す
な
ど
、
目
で

見
て
分
か
る
よ
う
な
方
法
を

と
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
複
雑
な
内
容
に

つ
い
て
の
や
り
と
り
に
は
時

間
を
要
し
ま
す
が
、Ｂ
さ
ん
、

家
族
と
も
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
ま

し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

う
ま
く
と
れ
な
い
と
、
Ａ
さ

ん
、
Ｂ
さ
ん
の
よ
う
に
心
理

面
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

言
語
聴
覚
士
は
、
ご
本
人

に
対
す
る
こ
と
ば
の
訓
練
の

ほ
か
、
代
替
手
段
の
導
入
や

家
族
指
導
な
ど
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
確
保
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

シリーズ 

言
語
聴
覚
障
害
と
は
？
 

そ
の
③
 
症
例（
訓
練
） 

●
「
失
語
症
」
に
つ
い
て
 

言
語
聴
覚
士
会
会
員
　
石
田
　
浩
美

（
恵
寿
総
合
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
）

180人の参加者が集まり、介護認定への関心の高さがうかがえた
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―第140例―
１．保険者　　　社会保険

２．年　齢　　　24歳（男性）

３．診療月　　　平成11年４月

４．過誤調整連絡書の発行月　　平成12年６月

５．病名・診療開始月

a 胆のうポリープ　　　　平成10年12月29日

s ＥＲＣＰ後膵炎　　　　平成11年４月24日

d 不眠症　　　　　　　　平成11年４月26日

f 術後無気肺　　　　　　平成11年４月28日

g 腹部接触性皮膚炎　　　平成11年４月29日

h 口内炎　　　　　　　　平成11年４月30日

６．該当月の診療実日数　　７日間

＜主治医の意見＞
ＰＳＰ検査が過剰とされましたが、腹腔鏡下による胆のう摘出術を全身

麻酔で行うため、施行した理由を書いて再審査請求しましたが、病名から

判断して原審どおりとされました。

＜協会のコメント＞
第140例はすでに再審査請求の結果がでている事例です。再々審査請求

は原則できませんが、保険医が信念を持って行った医療行為がなぜ査定さ

れたかについて考えてみることにします。

ＰＳＰ検査は腎クリアランスを調べるための負荷試験（診療報酬点数表

D286，平成６年３月16日　保険発25）です。これ自体は、その必要があ

れば検査をしても保険診療上何ら問題はありません。本件では、レセプト

に記載された病名にてらしてその必要がないと判断されたので査定された

ものです。確かに胆、膵、肺に関わる疾病名では、腎クリアランスを検査

する必然性に乏しいと思われます。しかし、本件では、全身麻酔下の手術

を実施していますので、使用する麻酔剤によっては、腎への影響の出る薬

剤（ハロタン以外のハロゲン化麻酔剤等）があります。保険審査通信に寄

せられたわずかの情報では、そのようなものが使用されたかどうかは定か

ではありませんが、腎に影響を及ぼすおそれのある薬剤が使用される予定

であったとすれば、麻酔が可能であるかどうかの目的で検査する必要がで

てきても何の不思議もありません。

以上のような検討をすると、再審査請求時に、単に全身麻酔だから実施

したというのではなく、そのことにより、腎への影響が懸念され麻酔前に

腎クリアランスを調べておく必要性があったということを強調しておけば

復活した可能性があったと思われます。

今回は、普通に考えると多少無理と思われる事例について、再審復活の

可能性があるとすればどのあたりを拠り所とすればよかったかということ

について考えてみました。保険医の主張を解ってもらうための再審査請求

の勘所も大切だということを物語る事例だといえるかもしれません。

―第141例―
１．保険者　　　国保

２．年　齢　　　74歳（男性）

３．診療月　　　平成12年４月

４．過誤調整連絡書の発行月　　平成12年６月

５．病名・診療開始月

a 左下肢血栓性静脈炎　　　　平成４年９月16日　　

s 閉塞性動脈硬化症（左下肢）平成４年９月18日

d 高血圧症　　　　　　　　　平成５年２月10日

f 狭心症　　　　　　　　　　平成５年７月８日

g 胆石症　　　　　　　　　　平成５年12月15日

h 左下肢筋肉痛　　　　　　　平成８年10月30日

j 痔核　　　　　　　　　　　平成10年10月14日

k 変形性腰痛症　　　　　　　平成11年11月１日

l 老人性白内障　　　　　　　平成12年４月４日

¡0 網膜動脈硬化症　　　　　　平成12年４月４日

６．該当月の診療実日数　　３日間

＜主治医の意見＞
エパデ―ルＳ（600）３包／日を閉塞性動脈硬化症に使用しています。

適応症及び使用量は問題ないと存じますが、減点されてしまいました。

血栓性静脈炎、狭心症の合併もあり、血栓傾向の強い方でプロスタグラ

ンジン（ドルナー）、パナルジンと併用していますが、３剤併用という点で

問題なのでしょうか？

ご検討、よろしくお願い致します。

＜協会のコメント＞
第141例は、慢性動脈閉塞症の治療薬の併用に関する相談事例です。

慢性動脈閉塞症の薬剤の併用については、石医業発第21号（平成11年４

月19日）社保・国保審査委員合同協議会結果によりますと、「s 慢性動脈

閉塞症の薬剤併用について　①アンプラーク　②エパデール　③オパルモ

ン　④ドルナー、プロサイリン　⑤プレタールの併用について　ＰＧＥ・

製剤の注射がある場合は内服１剤のみ、当該注射がない場合は薬理作用の

異なる２剤までの併用を認める（原文のまま）」、となっています。この取

り決めそのものの適否は別にして、きちんとしたルールとして公表されて

いる以上、これにより審査がなされることは認めざるを得ません。

本件においては、相談保険医の指摘しているとおり、３剤の併用事例と

いうことで最も点数の高い１剤が減額査定（過剰投与）されたものです。

公表されたルール違反なので、再審査請求しても復活の見込みはないと思

われます。

ここで、先に挙げた「協議会結果」をもう一度読み直してみます。５種

類の薬剤を特定し、それら相互の併用に関して規定していると解釈するこ

とができるのではないでしょうか。記載のないパナルジンを特定された薬

剤のうちの２種類とともに併用したときどう解釈するのかという問題が生

じることになります。特定した５種類の薬剤以外の慢性動脈閉塞症に適応

のある薬剤（例：パナルジン）も含めて２剤までの併用を認めると解釈さ

せるにはもう少し厳密な書き方が必要だったかもしれません。

最後に、毎回のように記載していることですが、保険診療に関する各種

法規や薬剤の能書の他、医会等で口頭で述べられるものも含めて、最新の

ローカルルールを熟知して保険診療を行っていかないと、本件のような査

定事例が発生することになります。会員の皆様には、くれぐれも気を付け

ていただきたいと思います。

『保険審査通信』に寄せられた相談事例

納得いかない返戻、査定が
ありましたら、ぜひ『保険審査通信』

にてお知らせ下さい。

『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。
ＦＡＸ：076（231）5156
E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp

お電話または同封の入会申込ハガキに必要事項を記入のうえ、ご返送下さい。 
 

未入会の先生へ 

保険医協会に 
ぜひご入会 
下さい！ 

保険医協会は国民医療の充実と 
保険医の生活を守ります。 
今回は保険医協会未入会の先生方にも 
保険医新聞をお届けします。 
この機会にぜひ入会をご検討下さい。 

〒920-0902　金沢市尾張町１丁目９番11号（尾張町レジデンス２Ｆ） 
石川県保険医協会　電話（076）222－5373

◎会　費（月額） 
・開業医　4,500円　・勤務医　3,800円 
※３カ月ごとに銀行口座から引き落としさせて頂きます。 

◎入会金　な　し 
◎連絡先 

■入会の方法は 
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【
司
会
】
さ
て
加
藤
さ
ん
。
患

者
さ
ん
と
の
最
前
線
と
い
う
立

場
で
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

【
加
藤
】
当
院
の
場
合
は
一
般

病
床
が
五
十
六
床
で
医
療
保
険

の
療
養
型
が
四
十
三
床
、
そ
こ

に
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
二

人
配
置
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。

そ
の
中
で
、
ベ
ッ
ド
の
運
用
と

か
病
院
経
営
に
、
間
接
的
に
は

私
た
ち
も
か
か
わ
っ
て
い
ま

す
。「
こ
こ
ま
で
治
療
が
で
き

た
の
で
」
と
納
得
し
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
退
院
後
の
方
向
を

き
ち
ん
と
選
択
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
「
追

い
出
さ
れ
た
」
と
い
う
気
持
ち

に
で
き
る
だ
け
し
な
い
よ
う
二

人
で
が
ん
ば
っ
て
は
い
ま
す
。

【
司
会
】
そ
う
い
う
場
合
、
制

度
面
の
事
情
と
い
う
の
も
説
明

す
る
ん
で
す
か
。

【
加
藤
】
以
前
は
患
者
さ
ん
に

今
の
制
度
の
不
十
分
さ
や
矛
盾

点
を
何
と
か
分
か
っ
て
欲
し
い

と
い
う
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で
接

し
て
し
ま
い
が
ち
だ
っ
た
の
で

す
が
、
実
は
患
者
さ
ん
は
も
っ

と
単
純
な
こ
と
を
希
望
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
。
た
と
え
ば
「
痛

い
と
こ
ろ
を
治
し
て
ほ
し
い
」

っ
て
。
こ
ち
ら
の
説
明
が
「
今

の
制
度
で
は
長
期
は
無
理
な
ん

で
す
」
と
い
う
ば
か
り
で
、
肝

心
な
病
気
の
説
明
が
抜
け
て
い

た
り
す
る
と
、
そ
の
人
の
本
来

望
ん
で
き
た
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
て
い
な
い
、
と
い
う
反
省
も

あ
り
ま
す
。

【
森
】
患
者
さ
ん
は
単
純
な
と

こ
ろ
を
求
め
て
い
る
ん
だ
と
思

い
ま
す
。
体
に
不
都
合
が
あ
れ

ば
、
と
り
あ
え
ず
医
療
を
し
ま

し
ょ
、
と
い
う
形
で
入
院
し
て

も
ら
う
。
そ
れ
で
医
療
経
営
と

し
て
は
赤
字
に
な
る
ん
だ
と
し

た
ら
本
当
に
お
か
し
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

【
加
藤
】
高
齢
者
の
方
は
、
不

安
感
が
強
い
ん
で
す
。
本
人
は

家
に
い
ら
れ
な
い
と
い
う
切
羽

詰
ま
っ
た
あ
げ
く
に
病
院
に
来

ら
れ
る
。
家
に
い
ら
れ
な
け
れ

ば
、
次
は
や
は
り
病
院
な
ん
で

す
。
実
は
そ
れ
が
病
院
の
役
割

で
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。

【
小
川
】
地
域
医
療
の
中
で
は
、

病
院
の
ウ
エ
イ
ト
は
本
当
に
大

き
い
と
思
い
ま
す
よ
。
開
業
医

以
上
に
〝
駆
け
込
み
寺
〞
的
な

役
割
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
原
】
そ
の
場
合
の
問
題
は
、

人
が
対
象
に
な
る
わ
け
で
、
そ

う
な
っ
た
場
合
、
対
象
患
者
は

当
院
で
は
約
倍
に
な
り
ま
す
。

【
司
会
】
定
額
は
厳
し
く
な
っ

た
け
れ
ど
も
、
多
少
緩
和
さ
れ

た
点
も
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

【
原
】
今
回
の
改
定
で
、「
厚
生

大
臣
の
定
め
る
状
態
」
の
患
者

は
、
在
院
日
数
の
算
定
か
ら
除

外
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
点
で

は
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
厚
生
大
臣
の
定
め

る
状
態
」
に
、
重
度
の
肢
体
不

自
由
者
や
意
識
障
害
患
者
が
含

ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
来
よ

り
対
象
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
患
者
が
、
長
期

入
院
に
な
る
か
と
い
う
点
で

は
、
透
析
や
人
工
呼
吸
な
ど
を

し
て
い
る
「
厚
生
大
臣
の
定
め

る
状
態
」
以
外
に
、
高
齢
者
の

術
後
や
病
態
が
不
安
定
な
高
齢

者
な
ど
で
す
。

高
齢
者
の
骨
折
な
ど
は
、
入

院
前
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
ま
で
と
い
う
患

者
、家
族
の
希
望
が
強
い
の
で
、

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
行
う
と
、
ど

う
し
て
も
長
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
ら
の
患
者
が
九
十
日
を
超
え

る
と
包
括
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

【
司
会
】
本
日
の
司
会
を
務
め

ま
す
『
石
川
保
険
医
新
聞
』
編

集
長
の
大
平
で
す
。
本
日
は

「
疎
外
さ
れ
る
老
人
医
療
の
実

態
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
主
に

病
院
で
の
老
人
医
療
に
焦
点
を

当
て
て
ご
討
論
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
介
護
保

険
が
始
ま
っ
て
病
院
医
療
の
現

場
は
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
、
ど

う
い
う
問
題
が
起
き
て
い
る
の

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
現
状

報
告
・
問
題
提
起
を
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
原
】
城
北
病
院
で
副
院
長
を

し
て
お
り
ま
す
原
と
い
い
ま

す
。

【
森
】
金
沢
の
南
部
地
区
の
南

ヶ
丘
病
院
（
百
二
十
床
）
に
副

院
長
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま

す
森
で
す
。

【
小
川
】
保
険
医
協
会
医
療
福

祉
部
担
当
理
事
の
小
川
で
す
。

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
の
「
お

サ
ル
先
生
の
在
宅
医
療
入
門
」

を
連
載
し
て
い
ま
す
。

【
加
藤
】
金
沢
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
院
で
医
療
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
を
し
て
お
り
ま
す

加
藤
と
い
い
ま
す
。

【
司
会
】
で
は
最
初
に
、
最
近

の
病
院
の
現
状
か
ら
問
題
提
起

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
森
】
四
月
一
日
よ
り
療
養
型

病
床
群
の
南
ヶ
丘
第
二
病
院
を

始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
の
百
二

十
床
の
う
ち
三
十
床
を
そ
ち
ら

に
移
転
し
て
療
養
型
病
床
群
と

し
、
本
院
の
九
十
床
は
急
性
期

医
療
を
担
当
す
る
病
院
と
い
う

こ
と
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
第
二
病
院
は
ゆ
っ

く
り
療
養
が
で
き
る
と
い
う
建

て
前
で
す
が
、
今
ま
で
の
病
院

な
ら
す
ぐ
医
療
行
為
を
受
け
ら

れ
た
の
に
、
い
ざ
第
二
病
院
に

移
ら
れ
ま
す
と
、
そ
れ
が
困
難

に
な
り
不
満
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

【
原
】
当
院
は
一
般
病
床
が
二

百
五
十
床
と
介
護
保
険
適
応
の

療
養
型
病
床
が
四
十
二
床
で

す
。
一
般
病
床
に
つ
い
て
、
四

月
か
ら
の
診
療
報
酬
改
定
で
一

番
大
き
い
の
は
九
十
日
超
え
の

「
特
定
患
者
」
で
す
ね
。
最
新

デ
ー
タ
で
す
が
、
五
月
の
全
入

院
患
者
四
百
七
十
八
人
の
う
ち

で
、
百
八
十
日
を
超
え
て
い
る

老
人
が
二
十
四
人
い
ま
し
た
。

厚
生
大
臣
の
定
め
る
状
態
と
い

う
の
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
包
括
の
対
象
に
な
っ
た
の

は
、
そ
の
中
の
半
分
の
十
二
人

で
し
た
。
こ
の
包
括
算
定
と
い

う
の
は
、
検
査
や
薬
剤
、
注
射

の
一
部
を
含
め
て
一
日
約
千
点

で
す
の
で
、
収
入
が
約
半
分
に

落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が

か
な
り
厳
し
い
。
そ
し
て
、
十

月
以
降
、
九
十
日
を
超
え
る
老

病院と入院患者はどう変えられたのか 

特
別
企
画 

病院は今─疎外される老人医療の実態 病院は今─疎外される老人医療の実態 

か
な
り
厳
し
い 

〝
包
括
算
定
〞 

四
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
介
護
保
険
の
話
題
で
持
ち
き
り
の
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
が
、
そ
の
影
に
隠
れ
て
、
老
人
医
療
が
入

院
を
中
心
と
し
て
大
き
く
後
退
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
よ
う
な
医
療
保
険
の
改
悪
の
も
と
で
、
病
院
は
い
か
に
煮
え
湯
を
飲
ま
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
患
者
が
い
か
に
そ
の
あ

お
り
を
受
け
て
い
る
か
は
、
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
、
会
員
の
皆
様
に
病
院
医
療
も
含
め
た
医
療
制
度
の
変
貌
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
病
院

の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
を
お
招
き
し
、
入
院
医
療
の
実
態
と
そ
の
苦
労
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 森　　明弘医師（南ヶ丘病院副院長） 

 原　　和人医師（城北病院副院長） 

 加藤賀代子さん（医療ソーシャルワーカー） 

 小川　滋彦理事（石川県保険医協会） 

〈司会〉大平　政樹理事（本紙編集長） 

（順不同） 

座談会出席者 

地
域
医
療
に
お
い
て 

病
院
の
役
割
は〝
大
〞

（
5
面
に
つ
づ
く
）

原　和人医師

小川　滋彦理事

加藤　賀代子さん
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同
一
疾
患
で
入
院
す
る
場
合
、

三
カ
月
た
た
な
い
と
、
前
の
入

院
歴
を
引
き
継
い
で
し
ま
う
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

【
司
会
】
そ
こ
が
一
番
問
題
で

す
ね
。

【
原
】
一
〜
二
カ
月
何
と
か
家

で
が
ん
ば
っ
て
、
ど
う
し
て
も

状
態
が
悪
く
な
っ
て
入
院
を
繰

り
返
す
患
者
さ
ん
は
、
入
院
期

間
は
短
く
て
も
、
入
院
し
た
時

点
で
も
う
六
カ
月
超
え
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
小
川
】
病
診
連
携
と
い
う
視

点
で
極
端
な
話
を
し
ま
す
と
、

開
業
医
と
し
て
、
た
と
え
ば
退

院
後
三
カ
月
た
っ
て
な
か
っ
た

ら
「
今
あ
の
病
院
は
だ
め
な
ん

や
。
今
回
は
こ
っ
ち
へ
行
っ
て

く
れ
」
と
い
う
よ
う
な
采
配
は

し
た
方
が
い
い
で
す
か
？

【
原
】
患
者
さ
ん
か
ら
す
る
と
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
し
ね
。
そ
う
い

う
点
で
は
、
病
院
を
変
わ
る
の

は
苦
痛
な
面
が
あ
る
ん
だ
ろ
う

な
と
思
う
ん
で
す
よ
。

【
加
藤
】
そ
う
い
う
場
合
、
違

う
病
院
に
一
旦
入
院
し
て
、
次

に
三
カ
月
空
い
た
か
ら
と
い
っ

て
、
も
と
の
病
院
と
患
者
さ
ん

と
の
間
で
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
ん

で
し
ょ
う
か
。

【
小
川
】
開
業
医
が
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
と
し
て
き
ち
っ
と
紹
介

状
を
書
い
て
「
今
回
こ
う
し
ま

し
た
」
と
い
う
こ
と
で
こ
ま
め

に
や
れ
ば
、
病
診
連
携
と
し
て

い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

【
森
】
三
カ
月
云
々
よ
り
も
、

ど
こ
に
ど
う
い
う
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
先
生
が
い
る
と
い
う
こ

と
で
き
ち
っ
と
押
え
た
方
が
、

患
者
さ
ん
も
一
番
い
い
し
、
紹

介
さ
れ
た
病
院
も
い
い
ん
じ
ゃ

な
い
で
し
ょ
う
か
ね
。

【
司
会
】
さ
て
、
〝
医
療
福
祉

複
合
体
〞
と
い
う
急
性
期
医

療
、
慢
性
期
医
療
、
そ
の
後
の

介
護
保
険
と
い
う
よ
う
に
、
そ

れ
を
全
部
そ
ろ
え
て
い
る
中
で

回
し
て
い
る
方
が
や
り
や
す
い

と
い
う
面
も
あ
る
と
思
う
ん
で

す
が
、
い
か
か
で
し
ょ
う
。
森

先
生
の
所
で
は
、
在
宅
も
や
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
よ
ね
。

【
森
】
在
宅
も
や
っ
て
ま
す
。

【
司
会
】
た
と
え
ば
大
き
な
病

院
か
ら
た
だ
「
退
院
で
す
よ
」

と
言
わ
れ
る
よ
り
、
森
先
生
が

「
う
ち
は
在
宅
医
療
も
や
っ
て

る
か
ら
、
う
ち
の
ス
タ
ッ
フ
が

行
っ
て
あ
げ
る
か
ら
ね
」
と
言

う
ほ
う
が
、
患
者
さ
ん
を
出
し

や
す
い
の
で
は
？

【
森
】
そ
れ
は
あ
り
ま
す
け
ど
、

じ
ゃ
、
す
い
す
い
と
在
宅
に
な

る
か
と
い
う
と
、
そ
う
も
な
ら

ん
わ
け
で
す
。
や
は
り
家
族
の

理
解
が
な
い
と
だ
め
な
ん
で

す
。

【
加
藤
】
相
当
重
度
な
方
で
も
、

往
診
の
圏
内
で
「
退
院
し
て
も

先
生
と
ナ
ー
ス
が
週
に
一
回
行

く
か
ら
」と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

家
族
も
安
心
し
て
う
ま
く
在
宅

に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
在
宅
と

か
他
施
設
へ
の
連
携
が
ス
ム
ー

ズ
に
い
く
と
こ
ろ
は
、
退
院
も

ス
ム
ー
ズ
で
、
ま
あ
、
結
果
的

に
は
病
院
経
営
と
し
て
も
い
い

で
す
よ
ね
。

【
小
川
】
ご
自
分
の
と
こ
ろ
で

在
宅
も
や
っ
て
い
れ
ば
、
他
の

と
こ
ろ
へ
頼
む
よ
り
は
安
心
と

考
え
て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す

ね
。

【
加
藤
】
他
の
開
業
医
の
先
生

に
往
診
を
頼
む
時
、
紹
介
状
を

見
て
「
う
ー
ん
、
い
ろ
い
ろ
難

し
い
病
気
だ
な
」
と
か
、
一
言

で
も
そ
う
い
う
何
か
が
あ
る
と

行
き
づ
ら
い
で
す
ね
。

【
原
】
逆
に
言
え
ば
、
病
院
の

ほ
う
が
、
ど
う
い
う
開
業
医
の

先
生
が
ど
う
い
う
レ
ベ
ル
の
在

宅
医
療
を
で
き
る
の
か
と
い
う

情
報
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
点

も
あ
り
ま
す
。
「
在
宅
案
内
」

み
た
い
な
も
の
を
保
険
医
協
会

で
作
っ
て
い
た
だ
け
る
と
い
い

で
す
ね
。

【
森
】
や
は
り
在
宅
と
い
う
の

は
、
病
院
に
と
っ
て
は
か
な
り

重
荷
に
な
っ
て
い
る
実
態
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
で
き
れ
ば
地
域

の
先
生
で
き
ち
っ
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
や
っ
て
い
た
だ
け
る

人
が
い
れ
ば
、
あ
り
が
た
い
で

す
ね
。

【
司
会
】
病
院
が
定
額
制
と
い

う
形
に
な
る
と
、
重
症
者
の
、

た
と
え
ば
胃
瘻
が
入
っ
て
、
痰

を
頻
回
に
と
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
よ
う
な
人
が
か
え
っ
て
在

宅
に
な
っ
て
い
た
り
は
し
ま
せ

ん
か
。

【
小
川
】
そ
う
な
ん
で
す
。
要

介
護
度
５
を
も
ら
っ
て
い
て

も
、
重
症
な
の
で
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
も
入
れ
な
い
ん
で
す

よ
。

【
加
藤
】
た
し
か
に
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
と
い
う
形
に
な
る
と
、

ど
う
し
て
も
医
療
の
部
分
が
強

い
と
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
け
ど
。

【
原
】
そ
う
い
う
時
に
は
必
ず

し
も
介
護
保
険
を
使
わ
な
く
て

も
、
病
院
に
い
わ
ゆ
る
シ
ョ
ー

ト
み
た
い
な
形
で
入
院
で
き
れ

ば
い
い
で
す
ね
。

【
加
藤
】
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

や
っ
ぱ
り
病
院
に
は
社
会
的
期

待
度
は
高
い
と
思
う
ん
で
す
。

【
司
会
】
病
院
の
ほ
う
が
利
用

し
や
す
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

【
加
藤
】
え
え
。
利
用
の
仕
方

が
非
常
に
シ
ン
プ
ル
で
す
よ

ね
。
一
方
、
介
護
保
険
施
設
は

そ
れ
だ
け
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

い
う
か
、
手
続
き
が
複
雑
に
な

っ
て
い
る
。
介
護
保
険
だ
け
で

高
齢
者
の
い
ろ
ん
な
こ
と
が
ク

リ
ア
で
き
る
か
と
い
え
ば
、
絶

対
そ
う
じ
ゃ
な
い
。

【
司
会
】
た
だ
世
の
中
で
は
、

在
宅
は
介
護
保
険
が
見
る
も
の

と
い
う
よ
う
な
流
れ
が
何
と
な

く
で
き
て
る
ん
で
す
よ
ね
。

【
小
川
】
政
策
的
に
介
護
保
険

の
ほ
う
に
も
っ
て
い
き
た
い
ん

で
し
ょ
う
ね
、
高
齢
者
は
。

【
加
藤
】
あ
と
、
た
と
え
介
護

保
険
の
施
設
に
変
わ
っ
た
と
し

て
も
、
慢
性
的
な
病
気
の
あ
る

人
は
、
薬
は
も
ち
ろ
ん
、
治
療

そ
の
も
の
が
継
続
で
き
る
の
か

と
い
う
と
こ
ろ
が
す
ご
く
不
安

で
す
。
ず
っ
と
病
気
を
持
っ
て

い
て
そ
れ
と
闘
っ
て
き
た
患
者

さ
ん
と
い
う
の
は
、
突
然
要
介

護
老
人
に
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い

で
す
か
ら
。

【
司
会
】
老
健
の
「
ま
る
め
」

は
介
護
保
険
に
な
っ
て
も
変
わ

ら
な
い
ん
で
す
か
？

【
加
藤
】
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、

老
健
に
し
て
み
れ
ば
、
入
所
さ

せ
た
ら
で
き
る
だ
け
医
療
の
部

分
で
は
削
り
た
い
。
た
と
え
ば

薬
を
減
ら
す
と
か
と
い
う
の
は

当
然
な
ん
で
す
よ
ね
、
経
営
の

こ
と
を
考
え
る
と
。
患
者
さ
ん

に
と
っ
て
は
医
療
面
か
ら
み
る

と
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
部
分
が
、

介
護
保
険
に
は
多
い
ん
で
す
。

そ
も
そ
も
医
療
の
要
ら
な
い
高

齢
者
と
い
う
の
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
と
思
う
ん
で
す
。

【
原
】
お
年
寄
り
と
い
う
の
は
、

決
し
て
介
護
だ
け
、
医
療
だ
け

と
か
に
分
け
ら
れ
な
い
で
す

よ
。
だ
か
ら
、
介
護
の
部
分
に

関
し
て
は
介
護
保
険
で
み
て
、

医
療
の
部
分
と
い
う
の
は
医
療

保
険
で
保
障
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
を
き
っ
ち
り
し
て
い
か
な
く

て
は
。

【
加
藤
】「
医
療
保
険
と
介
護
保

険
は
併
用
で
き
な
い
」と
い
う
、

こ
の
規
定
が
一
番
問
題
だ
と
思

う
ん
で
す
。

【
小
川
】
高
齢
者
医
療
と
い
う

の
は
、
僕
は
急
性
期
医
療
だ
と

思
っ
て
い
る
ん
で
す
。
高
齢
者

だ
か
ら
こ
そ
、
な
お
さ
ら
短
期

間
で
や
っ
て
あ
げ
な
い
と
、
よ

け
い
ず
る
ず
る
に
な
る
。

【
森
】
子
ど
も
と
同
じ
な
ん
で

す
よ
。
短
期
決
戦
で
す
よ
ね
。

【
司
会
】
今
日
、
み
な
さ
ん
の

お
話
を
お
聞
き
し
て
、
い
ろ
ん

な
制
約
の
中
で
も
仕
事
に
誇
り

を
持
っ
て
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
こ
と
を
、
非
常
に
頼
も
し
く

思
い
ま
し
た
。
杓
子
定
規
に
捉

え
る
若
い
医
者
が
非
受
容
的
に

な
っ
て
「
こ
ん
な
保
険
制
度
な

ん
だ
か
ら
も
う
老
人
は
拒
否
し

て
も
い
い
ん
だ
」
み
た
い
に
極

端
に
走
っ
て
し
ま
う
、
そ
の
時

に
先
生
方
の
よ
う
な
指
導
的
な

立
場
の
方
々
が
、「
あ
あ
言
っ

て
い
る
け
ど
ね
、
こ
こ
で
一
肌

脱
ぐ
の
が
医
者
だ
ぞ
」
と
い
う

姿
を
示
し
て
い
た
だ
い
て
心
強

い
限
り
で
す
。

【
森
】
患
者
さ
ん
さ
え
来
て
支

え
ら
れ
れ
ば
、
病
院
と
い
う
の

は
必
ず
存
続
し
て
い
け
る
ん
で

す
よ
。
そ
れ
が
原
点
だ
と
思
う

ん
で
す
。

【
加
藤
】
そ
う
で
す
ね
。
経
営

の
こ
と
だ
け
で「
も
う
来
る
な
」

と
言
っ
ち
ゃ
う
と
、
患
者
さ
ん

減
り
ま
す
よ
。

【
司
会
】
本
日
は
い
ろ
ん
な
い

い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
協
会
と
し
て
ど
の
よ

う
な
方
向
で
介
護
と
医
療
の
問

題
を
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
て
い
く

の
か
と
い
う
一
つ
の
目
安
が
い

た
だ
け
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

（
4
面
の
つ
づ
き
）

〝
経
営
よ
り
も
医
療
〞

そ
う
あ
る
た
め
に
は 

高
齢
者
医
療
は 

〝
短
期
決
戦
〞で 

病
院
に
お
け
る
在
宅
は

や
は
り
〝
重
荷
〞
に 

約2時間にわたって入院医療を中心に、患者の立場に立った議論が続いた。

森　明弘医師

大平　政樹理事
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お
サ
ル
先
生
は
憤
り
を
感
じ

て
い
る
。ど
う
し
て
大
病
院
は
、

在
宅
で
出
来
な
い
よ
う
な
こ
と

を
患
者
に
指
導
し
て
、
ほ
っ
た

ら
か
し
に
し
て
お
く
の
だ
！

と
。
た
だ
し
、
彼
の〝
正
義
感
〞

は
例
に
よ
っ
て
も
っ
と
冷
静
さ

を
取
り
戻
す
よ
う
諭
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
こ
と
は
、
読
者
諸
兄

は
す
で
に
お
気
付
き
の
こ
と
と

思
う
。

Ｅ
病
院
泌
尿
器
科
の
指
示
で

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
尿

道
バ
ル
ー
ン
の
定
期
交
換
を
行

っ
て
い
る
Ｇ
さ
ん
（
八
十
五
歳

男
性
）
は
、
近
所
の
医
者
に
も

来
て
も
ら
え
ば
便
利
だ
、
と
い

う
こ
と
で
、
お
サ
ル
先
生
が
訪

問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｇ
さ
ん
の
奥
さ
ん
は
大
病
院

指
向
で
、
本
当
は
中
ク
ラ
ス
の

病
院
で
あ
る
Ｅ
病
院
で
は
な
く

て
、
醐
李
羅
大
学
附
属
病
院
に

か
か
り
た
い
の
だ
、
と
訪
問
の

度
に
こ
ぼ
し
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
か
ら
帰
っ
て
き
た
Ｇ
さ
ん

が
三
十
九
度
の
発
熱
で
ふ
う
ふ

う
い
っ
て
い
る
、
と
連
絡
が
入

っ
た
。
お
サ
ル
先
生
が
か
け
つ

け
る
と
、
朝
か
ら
尿
が
ひ
と
つ

も
出
て
い
な
い
と
い
う
。
お
か

し
い
な
、
と
思
っ
て
、
パ
ン
ツ

を
脱
が
し
て
み
る
と
、
な
ん
と

尿
道
バ
ル
ー
ン
が
一
回
転
し
て

ね
じ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
整
復

し
、
Ｇ
さ
ん
の
下
腹
を
押
し
て

み
る
と
、
濁
っ
て
赤
い
尿
が
チ

ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
た
く
さ
ん
流
れ

出
て
来
た
。
尿
の
流
れ
が
回
復

し
た
の
で
、
こ
れ
で
大
丈
夫
、

と
抗
生
物
質
を
渡
し
て
帰
宅
し

た
。そ

の
夜
、
元
気
が
な
い
の
で

入
院
さ
せ
た
い
、
と
奥
さ
ん
か

ら
希
望
が
あ
り
、
そ
れ
で
は
Ｅ

病
院
へ
紹
介
し
ま
し
ょ
う
、
と

言
う
と
、
こ
の
機
会
だ
か
ら
是

非
と
も
醐
李
羅
大
学
に
入
院
し

た
い
。
熱
の
原
因
を
詳
し
く
調

べ
て
ほ
し
い
の
で
、
醐
李
羅
大

学
の
内
科
に
紹
介
し
て
ほ
し

い
、
と
い
う
。

お
サ
ル
先
生
は
、
奥
さ
ん
の

か
ね
て
か
ら
の
希
望
を
無
下
に

断
わ
る
気
も
し
な
か
っ
た
の

で
、
そ
の
通
り
紹
介
状
を
書
い

た
。一

カ
月
ほ
ど
し
て
、
退
院
し

て
来
た
と
い
う
の
で
訪
問
す
る

と
、
紹
介
状
の
返
事
を
手
渡
さ

れ
た
。
封
を
切
っ
て
読
む
と
、

入
院
中
に
尿
培
養
で
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ

が
出
た
の
で
一
旦
個
室
に
隔
離

し
た
が
、
退
院
時
に
は
消
失
し

た
、
と
あ
る
。
手
紙
を
読
ん
で

い
る
お
サ
ル
先
生
に
、
奥
さ
ん

は
「
き
っ
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

お
風
呂
で
汚
い
こ
と
を
し
た
に

違
い
な
い
わ
」
と
不
服
そ
う
に

言
っ
た
。
お
サ
ル
先
生
は
そ
ん

な
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
、
と
説

得
し
よ
う
と
す
る
の
だ
が
、

「
と
に
か
く
、
も
う
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
止
め
ま
し
た
。
今
度
か

ら
、
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
で
や

っ
て
も
ら
い
ま
す
。」
と
奥
さ

ん
の
思
い
込
み
は
強
く
決
意
は

固
い
。

そ
の
翌
々
日
、
最
初
の
訪
問

入
浴
の
日
に
、
Ｇ
さ
ん
の
家
か

ら
担
当
者
が
悲
鳴
を
上
げ
て
電

話
を
か
け
て
き
た
。

「
先
生
、
Ｇ
さ
ん
の
奥
さ
ん

を
説
得
し
て
下
さ
い
！
　
尿
道

バ
ル
ー
ン
の
接
続
部
を
滅
菌
消

毒
し
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
も

入
浴
さ
せ
な
い
と
言
い
張
っ

て
、
頑
と
し
て
動
か
な
い
ん
で

す
よ
」
お
サ
ル
先
生
は
わ
け
が

分
か
ら
な
い
ま
ま
、
奥
さ
ん
が

電
話
口
に
出
た
。
「
奥
さ
ん
、

い
っ
た
い
ど
う
さ
れ
た
と
言
う

ん
で
す
か
!?
」「
醐
李
羅
大
学

病
院
で
は
、
必
ず
看
護
婦
さ
ん

た
ち
は
手
袋
を
し
て
、
ピ
ン
セ

ッ
ト
で
尿
道
バ
ル
ー
ン
を
扱
っ

て
い
ま
し
た
よ
。
な
の
に
、
ど

う
し
て
入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
人
た

ち
は
、
素
手
で
触
わ
ろ
う
と
す

る
ん
で
す
か
！
　
不
潔
じ
ゃ
な

い
で
す
か
！
　
そ
ん
な
こ
と
を

す
る
か
ら
、
主
人
の
膀
胱
に
バ

イ
菌
が
入
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
か
？
」

お
サ
ル
先
生
は
、
ど
う
や
ら

事
情
が
呑
み
込
め
た
。
Ｇ
さ
ん

は
尿
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
が
出
た
た

め
に
個
室
に
隔
離
さ
れ
、
ス
タ

ッ
フ
は
ガ
ウ
ン
テ
ク
ニ
ッ
ク
と

完
全
な
滅
菌
ス
タ
イ
ル
で
い
ろ

い
ろ
な
処
置
を
行
っ
た
。
そ
の

こ
と
自
体
は
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
、
Ｇ
さ
ん
の
た
め
と
い
う
よ

り
は
、
他
の
患
者
に
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ

を
感
染
さ
せ
な
い
た
め
の
処
置

だ
と
い
え
る
。
そ
ん
な
様
子
を

毎
日
見
て
い
た
奥
さ
ん
は
、
さ

す
が
こ
れ
が
大
学
病
院
の
や
り

方
だ
、
と
思
い
込
ん
で
し
ま
っ

た
の
だ
ろ
う
。

お
サ
ル
先
生
は
、
と
に
か
く

訪
問
入
浴
の
担
当
者
の
指
示
に

従
う
よ
う
、
奥
さ
ん
を
説
得
し

た
。
し
か
し
、
奥
さ
ん
は
「
先

生
が
何
と
お
っ
し
ゃ
ろ
う
と

も
、
私
の
納
得
で
き
る
方
法
で

や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

強
い
口
調
で
、
お
サ
ル
先
生
が

「
あ
う
あ
う
」
と
言
っ
て
い
る

間
に
、
ガ
チ
ャ
ン
と
電
話
を
切

っ
て
し
ま
っ
た
。

お
サ
ル
先
生
は
考
え
込
ん
で

し
ま
っ
た
。
た
し
か
に
、
尿
道

バ
ル
ー
ン
に
関
し
て
は
Ｅ
病
院

泌
尿
器
科
任
せ
で
、
そ
れ
ま
で

関
知
し
て
い
な
か
っ
た
お
サ
ル

先
生
が
急
に
主
治
医
ヅ
ラ
し
て

も
奥
さ
ん
が
納
得
し
な
い
の
は

無
理
も
な
い
。
そ
う
は
言
っ
て

も
、
自
分
が
信
用
さ
れ
て
い
な

い
の
は
と
て
も
さ
み
し
い
し
、

だ
ん
だ
ん
醐
李
羅
大
学
と
い
う

顔
の
見
え
な
い
〝
巨
艦
〞
に
対

し
て
腹
が
立
っ
て
来
た
。
以
下

は
お
サ
ル
先
生
の
言
い
分
で
あ

る
。『
入
院
で
し
か
出
来
な
い

処
置
は
も
ち
ろ
ん
、
入
院
で
な

ら
ご
く
普
通
に
行
え
る
処
置
で

も
、
在
宅
で
や
る
の
は
と
っ
て

も
大
変
だ
。
そ
れ
も
、
ち
ゃ
ん

と
エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
こ
と
な

ら
仕
方
な
い
。
た
だ
、
何
と
な

く
入
院
だ
か
ら
滅
菌
で
や
っ
て

い
る
よ
う
な
処
置
を
、
家
族
の

人
に
押
し
付
け
な
い
で
ほ
し

い
。
多
分
、
押
し
付
け
た
つ
も

り
は
な
い
の
だ
ろ
う
。し
か
し
、

退
院
し
て
在
宅
に
な
れ
ば
、
ど

の
よ
う
な
処
置
を
ど
の
く
ら
い

の
間
隔
で
ど
の
よ
う
に
や
る
べ

き
か
、
具
体
的
に
教
え
て
あ
げ

る
べ
き
だ
。
滅
菌
が
必
要
だ
と

い
う
な
ら
、
そ
れ
で
も
い
い
。

で
も
、
Ｇ
さ
ん
は
滅
菌
ガ
ー
ゼ

の
一
枚
も
、
イ
ソ
ジ
ン
液
の
一

本
も
、
そ
し
て
予
備
の
尿
道
バ

ル
ー
ン
の
一
本
も
渡
さ
れ
て
い

な
い
で
は
な
い
か
！
』

◇

お
サ
ル
先
生
の
主
張
は
、
一

見
も
っ
と
も
ら
し
い
の
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
患
者
も
家

族
も
救
わ
れ
ま
せ
ん
。
彼
は
次

に
ど
の
よ
う
な
行
動
に
出
る
べ

き
な
の
で
し
ょ
う
？
　
た
だ
不

満
を
並
べ
立
て
る
だ
け
で
は
、

「
負
け
ザ
ル
（
？
）
の
遠
吠
え
」

で
す
。
ち
ょ
っ
と
勇
気
を
出
し

て
醐
李
羅
大
学
の
担
当
医
に
意

見
を
ぶ
つ
け
て
み
れ
ば
、
新
た

な
道
が
開
け
、
本
当
の
病
診
連

携
の
第
一
歩
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！
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小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

完
成
！ 

完
成
！ 

二
〇
〇
〇
年
度
版 

『
病
院
マ
ッ
プ
』 

完
成
！ 

会
員
の
先
生
に
は
、一
冊
無
料
で
お
送
り
し
ま
す
。 

囲 

解 
答 

碁 

１が正解で黒生きと 
なります。 

（問題は13面にあります） 

2 4

1

3 5

　
在
宅
医
療
で
感
じ
た
喜
怒
哀
楽
や
ご
意
見
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

保
険
医
協
会
に
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

　
取
材
の
上
、こ
の
欄
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

在
宅
医
療
に
関
す
る
お
考
え
や
 

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
 

お
寄
せ
下
さ
い
。
 

医師とコ・メディカルのための講演会　保健婦さん、施設職員の方々、どなたでも参加できます。 

主催 石川県保険医協会 
電話 076（222）5373　FAX 076（231）5156 
E-mail；iskw_sugino@doc-net.or.jp

保険医協会までＦＡＸ・電話・E-mailで 
※定員に達し次第、締め切らせていただきます。 

テーマ 褥瘡の局所管理 
講　師 金沢大学医学部 保健学科教授 真田弘美先生 
と　き 

ところ 

参加費 

申込み 2000年10月12日（木）午後7時～9時 

金沢都ホテル 7階（ＪＲ金沢駅前 ０７６－２６１－２１１１） 

お一人５００円（当日会場にてお支払いください） 

『石川保険医新聞』褥瘡シリーズも合わせてお読みください（14面） ●第3回のご案内 
　第3回：12月21日（木）午後7時～9時／金沢都ホテル：褥瘡発生後の看護ケア 

●ブックマークに登録を 
　お役に立ちます 
　真田先生の褥瘡管理のホームページ http://square.umin.ac.jp/～sanada/

② 

7
つ
の
ま
ち
が
い
さ
が
し
（
答
え
）

（
問
題
は
11
面
）

①
左
の
家
の
屋
根
②
電
柱
の
位
置

③
右
の
家
④
女
の
子
の
水
着
⑤
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
Ｅ
の
文
字
⑥
ヒ
マ
ワ
リ

の
葉
っ
ぱ
⑦
ふ
と
ん
の
模
様



―
さ
て
、
恒
例
の
質
問
か
ら

始
め
ま
す
。
先
生
の
ご
経
歴
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一
九
四
三
年
に
台
湾
で
生
ま

れ
、
一
九
四
六
年
に
金
沢
の
実

家
に
引
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

金
沢
大
学
を
卒
業
し
、
一
九
六

八
年
に
城
北
病
院
に
就
職
し
ま

し
た
。
三
年
後
、
腎
臓
の
サ
ブ

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
目
指
し
国

内
研
修
に
出
て
、
一
九
七
二
年

に
県
内
で
は
金
沢
大
学
や
鳴
和

病
院
な
ど
に
次
い
で
四
番
目
に

血
液
透
析
セ
ン
タ
ー
を
つ
く

り
、
腎
不
全
の
治
療
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
一
九
九
三
年

に
羽
咋
診
療
所
に
転
勤
す
る
ま

で
、
二
十
一
年
間
腎
不
全
の
患

者
さ
ん
と
つ
き
合
っ
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の
間
は
、
準
夜
間
透

析
、
自
己
管
理
透
析
、
処
方
透

析
、
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
な
ど
、
患
者
さ

ん
の
社
会
復
帰
を
援
助
す
る
た

め
の
透
析
療
法
に
つ
い
て
取
り

組
み
つ
つ
、
腎
生
検
に
よ
る
病

理
診
断
に
興
味
を
持
ち
、
蛍
光

抗
体
法
を
自
分
で
行
い
、
電
子

顕
微
鏡
も
富
山
医
科
薬
科
大
に

出
か
け
て
教
え
て
も
ら
う
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
取
り
組
み
ま
し

た
。
と
く
に
、
透
析
液
の
ナ
ト

リ
ウ
ム
濃
度
を
極
端
に
上
下
さ

せ
細
胞
内
の
水
を
引
き
出
す
高

ナ
ト
リ
ウ
ム
透
析
に
つ
い
て

は
、
患
者
さ
ん
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
四
時
間
に
二
〜
三
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
体
液
を
苦
痛
な
く
除

去
す
る
方
法
を
考
案
し
、
患
者

さ
ん
に
と
て
も
喜
ば
れ
ま
し

た
。―

腎
臓
一
筋
に
す
ば
ら
し
い

お
仕
事
を
さ
れ
て
き
た
わ
け
で

す
が
、
開
業
に
踏
み
切
ら
れ
た

の
は
な
ぜ
で
す
か
。

一
九
九
三
年
の
一
年
間
、
羽

咋
診
療
所
で
働
く
中
で
、
こ
れ

ま
で
「
腎
不
全
」
と
い
う
枠
内

で
、
重
篤
な
合
併
症
を
い
く
つ

も
持
つ
患
者
さ
ん
の
全
身
管
理

を
学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の

治
療
に
は
限
界
が
あ
り
、
合
併

症
の
た
め
に
失
明
し
た
り
（
糖

尿
病
腎
症
）、
脳
出
血
や
心
筋

梗
塞
、
不
整
脈
や
左
心
不
全
、

あ
る
い
は
感
染
症
で
亡
く
な
る

人
が
多
か
っ
た
た
め
、
そ
の
経

験
を
生
か
し
て
、
も
っ
と
初
期

の
段
階
で
、
病
気
の
進
行
を
食

い
止
め
る
仕
事
を
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
た

ま
た
ま
診
療
所
で
は
、
そ
れ
ま

で
自
分
の
透
析
患
者
さ
ん
の
胃

内
視
鏡
検
査
の
時
に
覗
き
に
行

っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
自
分
で

は
行
わ
な
か
っ
た
検
査
を
す
べ

て
自
分
で
や
る
こ
と
に
な
り
、

腹
部
超
音
波
検
査
な
ど
種
々
の

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。特
に
胃
内
視
鏡
検
査
で
は
、

翌
年
七
月
ま
で
の
二
百
五
十
人

〜
三
百
人
の
患
者
さ
ん
に
は
、

「
初
心
者
」
の
犠
牲
に
な
っ
て

も
ら
い
、
大
変
苦
痛
を
与
え
た

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
診
療
所
で
は
週
に
四

十
人
く
ら
い
の
在
宅
患
者
さ
ん

の
訪
問
診
察
が
あ
り
、
四
十
キ

ロ
も
離
れ
た
富
来
の
近
く
ま

で
、
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん
の

往
診
に
行
っ
た
り
、
羽
咋
病
院

の
開
放
病
棟
に
紹
介
し
た
患
者

さ
ん
の
回
診
に
行
く
中
で
、
そ

れ
ま
で
「
開
業
だ
け
は
絶
対
し

な
い
で
お
こ
う
」
と
二
十
代
の

こ
ろ
か
ら
決
め
て
い
た
の
に
、

百
八
十
度
変
わ
っ
て
、
地
域
の

診
療
所
こ
そ
誰
に
も
遠
慮
な
く

自
分
を
発
揮
で
き
る
道
だ
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ

し
て
一
人
で
は
何
も
で
き
な
い

け
れ
ど
、
病
院
と
連
携
し
て
地

域
の
「
田
舎
医
者
」
と
し
て
十

年
か
二
十
年
の
ん
び
り
や
っ
て

み
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。毎
日
、

羽
咋
の
行
き
来
に
通
っ
て
い
た

宇
ノ
気
、
宝
達
山
を
望
む
河
北

潟
か
ら
才
田
、
今
町
方
面
で
た

ま
た
ま
医
師
を
探
し
て
い
る
と

の
情
報
が
あ
り
、
五
年
間
閉
鎖

さ
れ
て
い
た
花
園
医
院
を
借
り

て
、
こ
の
地
で
開
業
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

―
花
園
地
区
は
の
ど
か
な
田

園
地
帯
で
す
が
、
患
者
さ
ん
は

ど
の
よ
う
な
方
が
多
い
で
す

か
。こ

の
地
は
、
江
戸
時
代
に
参

勤
交
代
に
使
わ
れ
た
旧
北
国
道

が
通
り
、
当
時
の
松
並
木
が
残

る
の
ど
か
な
所
で
、
菊
や
い
ろ

ん
な
花
を
家
業
と
す
る
石
川
県

で
も
珍
し
い
所
で
、
七
十
代
、

八
十
代
の
高
齢
者
の
よ
く
働
く

地
域
。
毎
日
の
よ
う
に
自
分
の

家
で
採
れ
た
野
菜
や
果
物
を
持

っ
て
来
て
く
れ
る
の
で
、
職
員

が
み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
私
も

畑
を
始
め
て
、
患
者
さ
ん
に
も

ら
っ
た
「
オ
ク
ラ
」
の
接
木
を

十
本
植
え
ま
し
た
が
、
全
部
枯

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
分
け
て

く
れ
た
ご
本
人
も
半
分
は
枯
れ

た
そ
う
で
、
オ
ク
ラ
は
難
し
い

の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
趣
味
は
写
真
撮

影
と
絵
画
・
洋
画
鑑
賞
、水
泳
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
フ
リ
ー
ウ
エ

イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ド
ラ
イ

ブ
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
水
、
土
の
午
後
は
休
診
な

の
で
、ジ
ム
に
通
っ
て
い
ま
す
。

今
町
か
ら
十
五
キ
ロ
離
れ
た
御

経
塚
ま
で
、
東
か
ら
西
イ
ン
タ

ー
と
高
速
で
飛
ば
す
せ
っ
か
ち

者
で
す
。

―
保
険
医
協
会
に
対
し
て
ひ

と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

保
険
医
協
会
の
主
催
す
る
講

演
会
は
、
医
師
だ
け
で
な
く
、

ス
タ
ッ
フ
の
研
修
の
場
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
ス
タ
ッ
フ
研
修
に
役
立
つ

講
演
会
を
企
画
し
て
く
だ
さ

い
。

◇

取
材
の
途
中
、
先
生
が
こ
れ

ま
で
に
撮
影
さ
れ
た
た
く
さ
ん

の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
以
前
は
山
の
自
然
を
撮

影
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は

近
く
の
山
に
咲
い
て
い
る
花
を

主
に
撮
影
し
て
い
る
そ
う
で
、

来
年
新
年
号
の
カ
ラ
ー
の
ペ
ー

ジ
へ
の
ご
投
稿
を
お
願
い
し
ま

し
た
。

（ 7 ）2000年８月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第339号石 川 保 険 医 新 聞

地
域
の
人
の
教
え
で 

畑
づ
く
り
に
も
挑
戦 

今
回
は
一
九
九
四
年
九
月
よ
り
、
金
沢
市
今
町
で
花
園
医

院
を
ご
開
業
さ
れ
て
い
る
木
下
勝
先
生
を
お
訪
ね
し
ま
し

た
。
花
園
医
院
は
今
年
五
月
に
移
転
新
築
さ
れ
た
ば
か
り
で
、

吹
き
抜
け
の
天
井
の
高
い
待
合
室
に
入
る
と
新
鮮
な
木
の
香

り
が
漂
い
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
入
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り

ま
し
た
。
木
の
壁
に
は
、
美
大
出
身
の
妹
さ
ん
や
地
元
出
身

の
画
家
（
伊
藤
哲
・
中
条
俊
）
の
描
か
れ
た
絵
が
掛
け
ら
れ
、

患
者
さ
ん
の
目
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中

央
と
周
囲
に
は
ち
ょ
う
ど
腰
掛
け
ら
れ
る
高
さ
に
畳
が
張
ら

れ
、
い
す
と
し
て
腰
掛
け
て
も
、
足
を
出
し
て
畳
に
座
っ
て

も
よ
い
よ
う
に
お
年
寄
り
に
も
や
さ
し
い
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

【
聞
き
手
／
牛
村

繁
（
金
沢
市
・
眼
科
）】

木下　勝 
先生の巻 

花園医院 
金沢市今町ホ3983

ログハウスをイメージする明るい待合室。木下先生（中央）と
その左が奥様（婦長）。写真前面は待合室の畳スペース。

二
十
一
年
間
、腎
不
全
の 

患
者
さ
ん
と
共
に 

「地域の人たちに支えられています」と、木下勝先生

ログハウスの設計図をもとに建てられた花園医院

待合室の窓辺には、
さりげなく地域の人たちの作品が
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子
ど
も
た
ち
の
体
の
お
か

し
さ
を
指
摘
す
る
声
が
、
保

育
・
教
育
現
場
か
ら
出
さ
れ

て
い
ま
す
。
多
面
的
な
「
発

達
不
全
」が
進
行
し
て
い
て
、

そ
の
一
つ
の
原
因
と
し
て
、

「
熱
中
体
験
」
の
不
足
が
脳

や
体
の
発
達
を
遅
ら
せ
て
い

る
と
い
わ
れ
ま
す
。

夏
休
み
。
子
ど
も
に
熱
中

体
験
を
さ
せ
て
み
ま
せ
ん

か
。

※

■
子
ど
も
の
体
を
長
年
調
ベ

て
い
る
日
本
体
育
大
学
の
学

校
体
育
研
究
室
が
今
年
一
〜

三
月
の
調
査
か
ら
、
最
近
増

え
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る

「
子
ど
も
の
体
の
お
か
し
さ
」

ワ
ー
ス
ト
10
を
ま
と
め
ま
し

た
。（
表
）

■
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
共

通
し
て
一
、
二
位
を
占
め
る

の
が
ア
レ
ル
ギ
ー
と
「
す
ぐ

疲
れ
た
と
い
う
」
こ
と
。

「
授
業
中
、
じ
っ
と
し
て
い

な
い
」
は
最
近
急
増
し
、
小

学
校
で
は
八
割
近
く
、
保
育

所
・
幼
稚
園
や
中
学
で
も
六

割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

■
こ
れ
ら
を
ど
う
見
る
か
が

問
題
。
同
研
究
室
は
「
大
脳

新
皮
質
、
脳
幹
・
脊
髄
系
、

視
機
能
、
筋
力
、
骨
格
な
ど

の
多
岐
に
わ
た
る
∧
発
達
不

全
∨
∧
不
調
∨
が
実
態
」
と

い
い
ま
す
。
と
く
に
、「
す

ぐ
疲
れ
た
と
い
う
」
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
が
何
か
に
取

り
組
ん
で
い
る
と

き
に
は
疲
れ
た
と

言
わ
な
い
こ
と
に

注
目
、
子
ど
も
た

ち
を
熱
中
さ
せ
る

体
験
が
生
活
の
中

で
少
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
背
景

に
あ
る
と
見
て
い

ま
す
。

■
こ
の
熱
中
体
験

の
不
足
が
脳
の
発

達
、
と
く
に
人
間

の
脳
の
最
上
位
に

位
置
す
る
前
頭
葉

の
強
さ
の
発
達
を

遅
ら
せ
、
物
事
に

集
中
で
き
な
い
子

ど
も
を
増
や
し
て

い
る
と
い
い
ま

す
。

■
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
同
研

究
室
で
は
次
の
三
つ
を
提
言

し
て
い
ま
す
。

①
テ
レ
ビ
（
ゲ
ー
ム
）
漬
け

の
生
活
か
ら
子
ど
も
を
離

し
、
多
様
な
熱
中
体
験
を

さ
せ
よ
う
。

②
一
日
一
回
、
熱
中
し
て
汗

を
か
く
く
ら
い
の
外
遊
び

を
。

③
早
寝
が
で
き
る
よ
う
な
昼

間
の
生
活
を
つ
く
り
出
そ

う
。

外
来
で
子
ど
も
た
ち
を
見
て

い
ま
す
と
、
様
々
な
子
が
い
ま

す
。
診
察
室
へ
入
る
だ
け
で
も

嫌
が
る
子
、
き
ち
ん
と
あ
い
さ

つ
を
す
る
子
、
走
っ
て
き
て
お

も
ち
ゃ
で
遊
び
始
め
る
子
な

ど
、
も
ち
ろ
ん
年
齢
に
よ
っ
て

も
異
な
り
ま
す
が
、
各
家
ご
と

に
し
つ
け
が
違
う
こ
と
を
感
じ

ま
す
。
し
か
し
、
診
察
室
の
中

で
は
、
家
族
単
位
で
の
み
、
し

か
も
、
医
師
対
患
児
と
い
う
特

殊
な
状
況
下
で
子
ど
も
を
観
察

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、中
学
校
の
検
診
で
も
、

医
師
対
生
徒
と
い
う
特
殊
な
状

況
下
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
状
況

下
で
も
病
的
な
状
態
は
分
か
り

ま
す
が
、
一
般
的
な
子
ど
も
た

ち
の
社
会
性
は
、
彼
ら
の
集
団

を
眺
め
て
よ
り
理
解
で
き
ま

す
。四

年
前
か
ら
、
金
沢
市
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
が
、
市
内

の
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
生
を

募
集
し
て
、
年
に
数
回
、
連
続

し
て
の
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
や
野
外
技
術
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
目
的
で
す
。
私

は
こ
の
キ
ャ
ン
プ
に
ず
っ
と
指

導
者
の
一
人
と
し
て
参
加
し
て

き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
お

互
い
に
初
め
て
会
う
異
年
齢
集

団
に
属
し
、
テ
レ
ビ
や
電
話
や

玩
具
な
ど
の
逃
げ
場
も
な
く
、

同
じ
物
を
食
べ
、
同
じ
テ
ン
ト

で
寝
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
指

導
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
彼

ら
が
初
め
て
会
う
大
人
で
す
。

今
ま
で
、
彼
ら
が
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
社
会
性
が
試
さ
れ
ま

す
。彼

ら
は
最
初
の
内
は
警
戒
し

合
い
、
主
に
指
導
員
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
徐
々
に
初
め
て

会
っ
た
友
人
と
打
ち
解
け
、
子

ど
も
た
ち
同
士
が
話
し
合
う
よ

う
に
な
り
、
仲
良
く
な
っ
て
い

き
ま
す
。
新
し
い
集
団
で
遊
び

を
見
つ
け
、
ル
ー
ル
を
作
っ
て

動
き
始
め
ま
す
。
お
互
い
に
教

え
合
い
、
学
ん
で
い
き
ま
す
。

こ
れ
は
昔
、
私
た
ち
が
、
地
域

の
ワ
ル
ガ
キ
の
グ
ル
ー
プ
に
入

っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学

び
な
が
ら
遊
ん
だ
こ
と
と
同
じ

状
態
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
後
の
保

護
者
の
感
想
文
で
は
、
子
ど
も

が
逞
し
く
な
っ
た
、
と
い
う
も

の
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
自

ら
、
友
人
を
作
り
協
力
し
て
、

自
分
で
動
か
な
け
れ
ば
食
事
も

で
き
な
い
状
態
を
切
り
抜
け
た

か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。こ

れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
を
見

て
い
る
と
、
子
ど
も
自
身
は
今

も
昔
と
変
わ
ら
な
い
と
感
じ
ま

す
。
現
在
は
昔
に
比
べ
、
環
境

が
過
保
護
に
な
り
、
子
ど
も
た

ち
の
自
主
性
や
可
能
性
を
摘
み

取
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
、

子
ど
も
べ
っ
た
り
の
、
親
自
身

が
満
足
す
る
た
め
の
子
育
て

は
、
子
ど
も
の
自
主
性
を
育
て

る
に
は
不
適
当
で
す
。
き
ち
ん

と
し
た
機
会
と
、
距
離
を
お
い

た
干
渉
し
な
い
大
人
の
見
守
り

に
支
え
ら
れ
た
子
ど
も
同
士
の

交
流
が
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
で

ル
ー
ル
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も

不
可
能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

育
児
に
つ
い
て
の
参
考
に
、

「
育
て
た
よ
う
に
子
は
育
つ
」

（
小
学
館
）
は
、
相
田
み
つ
を

氏
の
書
を
、
児
童
精
神
科
医
の

佐
々
木
正
美
先
生
が
解
説
さ
れ

た
本
で
す
。「
そ
の
ま
ま
で
い

い
が
な
」「
欠
点
ま
る
が
か
え

で
信
ず
る
」「
待
つ
」
な
ど
の

子
育
て
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
解
説

が
付
い
て
お
り
、
親
が
子
ど
も

に
対
す
る
べ
き
基
本
的
姿
勢
が

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先

日
の
日
本
医
師
会
雑
誌
（
二
〇

〇
〇
年
五
月
一
日
号
）
で
は

「
子
ど
も
の
心
を
育
む
」
と
い

う
特
集
が
あ
り
ま
し
た
。
数
人

の
先
生
方
が
育
児
に
つ
い
て
の

考
え
方
や
病
的
状
態
を
解
説
さ

れ
て
い
ま
す
。
小
児
科
以
外
の

先
生
方
に
は
ご
参
考
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ 

▼
②
▲ 

横
井
　
透（
金
沢
市
・
小
児
科
） 

自
主
性
を
育
て
る
た
め
に 

日本てんかん協会（波の会）石川県支部からのご案内 

申し込み・お問い合わせは 
波の会事務局まで。 

電話・FAX　076（245）7533 
代　表　宅　0761（55）2276

■と　き 9月16日（土）～17日（日） 
■ところ 小松市大杉町青年の家 
■参加費 ◯大人………………… 2,000円 
 ◯学生・ボランティア…… 500円 
 ◯小・中学生………………… 無料 
■持ち物 着替え、タオル、洗面具、 
 必要な薬 
■締　切 8月31日必着 
 

１. アレルギー …………………82.2

２. すぐ「疲れた」という ……79.4

３. 授業中、じっとしていない…77.5

４. 背中ぐにゃ …………………74.5

５. 歯ならびが悪い ……………73.2

６. 視力が低い…………71.7

７. 皮膚がカサカサ……67.4

８. ぜんそく……………62.7

９. 症状説明できない…61.9

10. 平熱36度未満 ……60.9

最近増えている「実感」ワースト10
小学生（％）

脳
が
専
門
の
大
島
清
・
京
都
大
学

名
誉
教
授
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
大
脳
の
中
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と

呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
知

能
や
感
情
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
前
頭

葉
の
こ
と
で
す
。
前
頭
葉
は
十
歳
こ

ろ
ま
で
に
完
成
し
ま
す
。
十
歳
ま
で

に
ど
ん
な
育
ち
方
を
し
た
か
が
、
そ

の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
の
で

す
。
罪
を
犯
し
た
人
の
話
を
聞
い
て

み
る
と
、
子
ど
も
の
時
か
ら
受
験
、

受
験
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
い
い
刺

激
を
与
え
る
環
境
に
育
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
人
が
多
い
の
で
す
。
自

然
に
親
し
ん
だ
り
、
泥
ま
み
れ
に
な

っ
て
遊
ん
だ
り
と
い
っ
た
経
験
が
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
刺
激
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
す
が
、
受
験
教
育
の
中

で
、
こ
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
」。

一
日
一
回
、
回
、 

汗
を
か
く
外
遊
び
を

汗
を
か
く
外
遊
び
を 

一
日
一
回
、
回
、 

汗
を
か
く
外
遊
び
を

汗
を
か
く
外
遊
び
を 

一
日
一
回
、 

汗
を
か
く
外
遊
び
を 

泥んこ遊びが
前頭葉の刺激に
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
一
九
九
七

年
三
月
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備

の
建
物
と
し
て
完
成
し
、
開
館

以
来
今
日
ま
で
、
設
置
運
営
母

体
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
石
川

県
視
覚
障
害
者
協
会
（
田
辺
建

雄
理
事
長
）
の
活
動
拠
点
と
し

て
、
ま
た
視
覚
障
害
者
福
祉
文

化
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の

機
能
を
果
た
す
も
の
と
し
て
、

広
く
利
用
者
に
喜
ば
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
県

内
外
の
関
係
各
方
面
よ
り
施
設

整
備
や
事
業
内
容
等
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
や
見
学
依
頼
が
、

毎
日
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

次
に
当
セ
ン
タ
ー
の
施
設
設

備
や
事
業
内
容
に
つ
い
て
簡
単

に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
部
四
階
延
べ
千
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
、
全
館
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
さ
れ
て
お
り
、
館
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
シ
ス
テ
ム
整
備
に
よ
り
業
務

の
効
率
化
と
外
部
の
各
種
ネ
ッ

ト
へ
の
接
続
が
で
き
、
情
報
の

発
時
が
容
易
に
で
き
る
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ト
ビ
ル
で
あ
り
ま

す
。

そ
の
事
業
内
容
で
す
が
、
ま

ず
急
増
す
る
中
途
失
明
者
の
自

立
支
援
と
社
会
参
加
促
進
を
図

る
意
味
か
ら
、
次
の
よ
う
な
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
立
支

援
の
立
場
か
ら
は
、
歩
行
・
パ

ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

点
字
・
料
理
な
ど
の
指
導
や
各

種
の
更
生
相
談
事
業
、
生
き
甲

斐
と
社
会
参
加
促
進
を
図
る
事

業
と
し
て
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
軽
作
業
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ

ー
派
遣
・
生
け
花
・
茶
道
・
洋

裁
・
手
芸
・
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

教
室
を
開
催
。
各
種
文
芸
サ
ー

ク
ル
活
動
の
育
成
、
ま
た
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

セ
ン
タ
ー
内
に
点
字
図
書
館
を

設
置
し
、
点
字
や
テ
ー
プ
、
Ｃ

Ｄ
図
書
の
貸
出
、
リ
フ
ァ
レ
ン

多
汗
症
は
、
あ
ま
り
聞
き

慣
れ
な
い
病
名
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
突
然
、
手
掌
、
顔

面
、
腋
窩
や
足
の
裏
に
多
量

の
汗
が
出
る
状
態
で
、
百
人

に
一
人
は
あ
る
と
い
わ
れ
、

そ
れ
ほ
ど
珍
し
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
患
者
さ
ん
は

恥
ず
か
し
が
っ
て
症
状
を
口

に
出
さ
ず
に
一
人
悩
む
場
合

が
多
い
の
で
、
稀
と
思
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
精
神
的

に
興
奮
し
た
場
合
に
汗
が
出

や
す
い
の
で「
気
に
し
す
ぎ
」

と
言
わ
れ
、
精
神
科
に
通
院

中
の
方
も
い
ま
し
た
が
、
薬

物
は
ほ
と
ん
ど
効
き
ま
せ

ん
。あ

る
二
十
六
歳
の
男
性
患

者
さ
ん
は
、
家
族
に
症
状
を

長
い
間
隠
し
て
い
ま
し
た

が
、
あ
る
日
突
然
、
母
親
に

「
一
生
結
婚
し
な
い
」
と
思

い
詰
め
た
表
情
で
訴
え
ま
し

た
。
彼
は
掌
の
汗
を
気
に
し

て
恋
愛
も
で
き
な
い
と
一
人

悩
ん
で
い
た
の
で
す
。
術
後

は
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
明

る
く
な
り
、
女
性
と
も
気
軽

に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

こ
れ
は
交
感
神
経
の
過
剰

反
応
に
よ
り
起
こ
る
現
象

で
、
手
掌
、
顔
面
、
腋
窩
を

支
配
し
て
い
る
胸
部
交
感
神

経
節
を
遮
断
す
る
と
治
り
ま

す
。
内
視
鏡
下
に
神
経
を
遮

断
す
る
こ
の
術
式
は
当
院
の

上
山
武
史
前
院
長
が
本
邦
に

初
め
て
導
入
し
普
及
さ
せ
た

方
法
で
、
当
院
の
経
験
年
数

は
当
然
本
邦
で
最
も
古
く
、

症
例
も
四
百
例
を
超
え
、一
、

二
を
争
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

一
九
九
九
年
五
月
に
は
、
こ

の
術
式
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
主
催
し
ま
し
た
。

手
術
は
全
身
麻
酔
で
両
側

の
腋
窩
を
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
切
開
し
、
こ
こ
か
ら
内
視

鏡
を
入
れ
て
行
い
三
十
分
ほ

ど
で
終
了
し
ま
す
。
二
泊
三

日
の
入
院
で
済
み
、
術
後
の

傷
は
ほ
と
ん
ど
目
立
ち
ま
せ

ん
。術

後
の
手
掌
や
顔
面
、
腋

窩
の
結
果
に
は
ほ
と
ん
ど
の

方
は
満
足
し
て
い
ま
す
が
、

か
な
り
の
人
を
悩
ま
せ
て
い

る
の
は
代
償
性
発
汗
で
す
。

こ
れ
は
治
療
部
位
に
発
汗
し

な
く
な
っ
た
分
、
程
度
の
差

は
あ
り
ま
す
が
、
背
中
・
腹

や
大
腿
に
汗
が
多
く
な
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
ご
く
希
に

眼
瞼
下
垂-H

o
rn
e
r

症
候

群-

が
生
ず
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
現
在
ま
で
に
二
例
に

併
発
し
て
い
ま
す
が
、
共
に

初
期
の
症
例
で
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
当
院
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
//w

w
w
.

k
a
n
a
za
w
a
-h
o
sp
.g
o
.jp

を
ご
参
照
下
さ
る
か
、
心
臓

血
管
外
科
外
来
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

他
科
に
役
立
つ
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
　
●
　
●
　
●
　

日
常
診
療
に
お
け
る
あ
ん
な
こ
と
・
こ
ん
な
こ
と
●
　
●
　
●
　
●

多汗症に対する内視鏡
下胸部交感神経遮断術

遠藤將光、松本康、上山武史
（国立金沢病院　心臓血管外科）

（その37）

歩行訓練

パソコン実習

石
川
県
視
覚
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
所
長 

石
原
　
直
行 

● 連 絡 先 ● 

石
川
県
視
覚
障
害
者
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー 

視
覚
障
害
者
の
自
立
支
援
と 

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
邁
進 

〒920‐0862  金沢市芳斉1の15の26 
　　　  TEL 076（222）8781 
　　　  FAX 076（222）1821

その10

こ
の
よ
う
な
多
種
多
様
な
事

業
に
対
し
て
、
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
や
、
民
間
企

業
・
団
体
、
行
政
当
局
よ
り
の

多
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を
頂

い
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
誠
に

感
謝
の
他
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
更
に
変
わ
り
ゆ
く
時

代
に
即
応
し
た
、
ま
た
、
多
様

化
す
る
視
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ

に
き
め
細
か
く
対
応
で
き
る
セ

ン
タ
ー
へ
と
発
展
す
る
よ
う
、

十
一
人
の
職
員
と
共
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
ご
遠
慮
な
く

当
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
視
察
に
お

越
し
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思

い
ま
す
。

ス
や
対
面
朗
読
、
テ
レ
ビ
電
話

に
よ
る
代
読
、
点
字
や
テ
ー
プ

の
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
よ
り
の

広
報
や
議
会
便
り
、
会
員
や
利

用
者
へ
の
行
事
案
内
、
セ
ン
タ

ー
・
協
会
よ
り
の
情
報
誌
の
発

行
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今年10月、完成予定。 
今しばらくお待ちください。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■ 
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このコーナーへの原稿を募集しています。

―詳しくは事務局まで―
TEL 076（222）5373

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

き
め
細
か
な
対
応
で

中
途
失
明
者
の

社
会
参
加
の
た
め
に



六
月
二
十
二
日
正
午
、
曇
天

の
も
と
、
杉
野
事
務
局
員
運
転

の
車
に
乗
り
込
み
、
ま
ず
は
羽

咋
一
宮
に
向
か
っ
て
車
を
走
ら

せ
た
。

め
ざ
す
高
橋
邸
は
、
六
十
七

年
の
ご
無
沙
汰
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
案
ず
る
よ
り
た
や
す
く
探

し
当
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
突

然
の
訪
問
に
も
か
か
わ
ら
ず
玄

関
で
用
件
を
告
げ
る
と
す
ぐ

に
、
奥
様
が
ご
主
人
を
案
内
し

て
く
だ
さ
り
、
六
十
七
年
ぶ
り

の
感
動
の
再
会
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
た
。
当
時
、
若
か
り
し

亘
一
氏
も
す
で
に
停
年
を
過

ぎ
、
悠
々
自
適
の
余
生
に
あ
る

ら
し
く
、
私
た
ち
を
快
く
出
迎

え
て
く
だ
さ
り
、
当
時
の
写
真

を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

し
ば
し
思
い
出
話
に
花
を
咲
か

せ
た
。
と
は
い
え
、
昨
年
の
本

紙
十
月
号
の
「
ぶ
ら
り
石
川
」

で
「
不
世
出
の
風
雲
児
東
善
作

氏
」
と
高
橋
家
と
私
と
の
そ
れ

ぞ
れ
の
青
春
期
を
結
ぶ
ド
ラ
マ

が
記
事
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

未
だ
ご
存
じ
で
な
い
は
ず
だ
っ

た
の
で
、
帰
宅
後
、『
石
川
保

険
医
新
聞
』
と
拙
著
『
加
賀
・

能
登
世
紀
の
群
像
』
を
郵
送
す

る
こ
と
に
し
て
、
奥
に
案
内
さ

れ
る
も
時
間
の
足
り
な
さ
恨
め

し
く
、
早
々
に
し
て
出
会
い
に

別
れ
を
告
げ
る
結
果
と
な
っ

た
。次

な
る
訪
問
地
は
羽
咋
市
内

か
ら
車
で
北
上
す
る
こ
と
十
五

分
程
度
。
石
川
県
重
要
文
化
財

の
妙
成
寺
で
あ
る
。
格
式
高
い

日
蓮
宗
総
本
山
（
一
二
九
四
年

日
乗
上
人
が
開
山
）、
能
登
随

一
の
七
堂
伽
藍
、
門
前
町
の
曹

洞
宗
総
持
寺
と
並
ぶ
規
模
広

大
。
加
賀
藩
が
七
十
年
が
か
り

で
建
立
し
、
遙
か
日
本
海
よ
り

も
望
見
で
き
る
五
重
塔
は
、
威

風
堂
々
と
し
て
口
能
登
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
参
道
正

面
に
は
四
隣
を
圧
す
る
仁
王
門

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
っ
く

り
時
間
を
か
け
て
の
散
策
が
ふ

さ
わ
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
。妙

成
寺
か
ら
羽
咋
市
内
に
向

か
う
途
中
、
柴
垣
海
岸
に
面
す

る
磯
料
理
店
「
大
社
庵
」
に
て
、

昼
食
を
頂
く
こ
と
に
。
磯
料
理

が
中
心
な
が
ら
能
登
牛
の
ス
テ

ー
キ
が
お
勧
め
と
聞
い
て
、
天

然
岩
ガ
キ
の
フ
ラ
イ
と
一
緒
に

注
文
。
豪
華
能
登
の
味
覚
は
、

次
へ
の
取
材
へ
の
意
欲
を
沸
き

立
た
せ
る
。

コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
に
到
着

し
た
の
は
午
後
三
時
十
五
分
。

玄
関
口
に
は
レ
ッ
ド
ス
ト
ン
ロ

ケ
ッ
ト
が
そ
び
え
立
ち
、
空
飛

ぶ
円
盤
を
象
徴
し
た
メ
タ
リ
ッ

ク
に
輝
く
金
属
ド
ー
ム
の
三
階

建
て
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
る
。

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
コ
ス
モ

シ
ア
タ
ー
へ
の
招
待
で
幕
が
開

け
る
。
人
類
の
宇
宙
開
発
の
歴

史
、
惑
星
探
査
活
動
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ

現
象
に
つ
い
て
の
分
析
と
解

説
、
ハ
ビ
タ
ブ
ル
ゾ
ー
ン
（
生

命
生
存
可
能
領
域
）
が
、
宇
宙

の
中
に
た
く
さ
ん
あ
る
の
か
、

は
た
ま
た
地
球
だ
け
な
の
か
。

そ
の
謎
を
探
る
た
め
の
観
客
た

ち
を
、
昔
懐
か
し
い
ア
ポ
ロ
司

令
船
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
探
査
船
、

ア
ポ
ロ
月
面
着
陸
船
、
ル
ナ
二

十
四
号
な
ど
の
宇
宙
の
仲
間
た

ち
が
出
迎
え
る
。
こ
の
施
設
の

扉
を
開
い
た
観
光
客
は
、
そ
の

無
限
大
の
宇
宙
的
規
模
に
腰
を

抜
か
す
だ
ろ
う
。
近
代
科
学
の

粋
を
ア
ニ
メ
に
し
た
宇
宙
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
・
コ
ス
モ
シ
ア
タ

ー
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
を
駆
使
し
て
、
ス
イ

ッ
チ
一
つ
で
宇
宙
空
間
に
瞬
時

に
し
て
身
を
置
く
こ
と
に
な

る
。
宇
宙
飛
行
の
醍
醐
味
、
一

瞬
、
宇
宙
に
虜
と
な
っ
た
緊
張

と
錯
覚
に
身
を
包
ま
れ
る
。
こ

こ
で
は
空
飛
ぶ
円
盤
も
、
す
で

に
世
界
の
常
識
と
し
て
定
着
し

た
幻
想
で
あ
る
。
最
短
に
し
て

最
小
、
手
近
に
し
て
経
済
的
、

簡
易
な
宇
宙
規
模
の
空
想
世
界

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
、

そ
れ
が
「
宇
宙
の
出
島
」
そ
れ

が
「
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋
」
で

あ
る
と
診
断
し
た
。
そ
し
て
今

や
「
長
崎
の
出
島
」
の
よ
う
に

日
本
の
宇
宙
シ
ョ
ウ
の
大
饗
宴

場
と
化
し
つ
つ
あ
る
の
が
火
の

大
鵬
（
お
お
と
り
）
羽
咋
で
あ

る
。羽

咋
市
内
か
ら
帰
路
に
向
か

う
。
海
浜
道
路
の
千
里
浜
イ
ン

タ
ー
入
り
口
に
あ
る
萬
寿
堂
に

立
ち
寄
り
、
名
物
え
く
ぼ
大
福

を
ほ
お
ば
れ
ば
、
や
さ
し
い
昔

懐
か
し
い
餅
と
あ
ん
こ
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
が
、
宇
宙
の
神
秘
よ
り

も
、
羽
咋
を
身
近
に
感
じ
さ
せ

て
い
た
。

2000年８月15日（毎月15日発行）（10）第339号　　（1998年２月６日第三種郵便物認可） 石 川 保 険 医 新 聞

羽
咋
市

羽
咋
市
を
ぶ
ら
り 

粟
野
　
利
雄 

（
金
沢
市
・
内
科
） 

羽
咋
市
を
ぶ
ら
り 

その9

六
十
七
年
ぶ
り
の
再
会
と 

科
学
と
歴
史
に
触
れ
て 

空飛ぶ円盤をイメージした、宇宙の出島、コスモアイル羽咋の外観内部には、
宇宙展示室、コスモシアター、ホール、図書館などなど

親切な受付にて

名物えくぼ饅頭は絶品

宇宙に関する情報が一杯
羽咋市郊外にある大社庵にて
能登牛のステーキを昼食に

東善作氏の甥、高橋亘一氏（左）と67年ぶりの再会を果たして

羽咋インター近くの萬寿堂で“おやつ”を調達妙成寺五重塔（石川県重要文化財）
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五
月
三
日
か
ら
二
泊
三
日
で

北
京
へ
旅
し
た
。
実
質
一
日
の

強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。

万
里
の
長
城
、
故
宮
、
天
安
門

広
場
、
天
壇
公
園
、
四
川
料
理
、

広
東
料
理
、
北
京
ダ
ッ
ク
、
京

劇
、
足
つ
ぼ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
満

喫
し
た
。
一
週
間
続
く
中
国
の

メ
ー
デ
ー
と
重
な
り
、
人
の
多

さ
に
驚
き
で
あ
る
。
中
国
も
豊

か
に
な
り
、
国
内
旅
行
者
は
一

億
、
海
外
へ
は
一
千
万
人
に
な

っ
た
。

道
路
に
は
車
、
自
転
車
が
入

り
乱
れ
、
そ
の
間
を
か
い
く
ぐ

っ
て
人
が
横
断
す
る
。「
は
ぐ

れ
て
も
探
し
ま
せ
ん
。
自
力
で

ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
添
乗
員
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
人
の
海
の
中
を
カ
モ
の
親

子
の
よ
う
に
必
死
に
つ
い
て
い

っ
た
。
グ
ル
ー
プ
か
ら
落
ち
こ

ぼ
れ
な
い
よ
う
に
よ
そ
見
も
せ

ず
に
、
迷
子
の
心
配
を
し
な
が

ら
、
ピ
ー
ン
と
張
り
つ
め
た
緊

張
感
の
あ
る
観
光
も
初
め
て
だ

っ
た
。

万
里
の
長
城
は
暑
か
っ
た
。

す
か
さ
ず
、
冷
た
い
ウ
ー
ロ
ン

茶
売
り
が
寄
っ
て
く
る
。
い
ろ

ん
な
千
円
売
り
が
寄
っ
て
く

る
。
十
個
千
円
か
と
思
え
ば
、

三
十
個
千
円
に
な

り
、
五
十
個
千
円
に

な
る
。
ま
た
、
大
き

な
デ
パ
ー
ト
で
一
万

円
の
品
物
を
値
切
っ

て
六
千
円
で
買
う
。

満
足
し
て
歩
い
て
い

る
と
、
同
じ
よ
う
な

物
が
二
千
円
で
売
っ

て
い
る
。
定
価
が
な

く
、
日
本
人
の
感
覚

で
は
つ
い
て
い
け
な

い
。
交
渉
が
お
も
し

ろ
く
、
初
値
を
い
く

ら
で
切
り
出
す
か
に
か
か
っ
て

く
る
。
そ
の
も
の
の
絶
対
価
値

を
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
高
い
か
ら
い
い
物
と
は
限

ら
な
い
。
人
が
い
い
か
ら
高
い

の
か
も
知
れ
な
い
。

観
光
バ
ス
に
新
し
い
女
性
の

ガ
イ
ド
が
乗
り
込
ん
で
き
た
の

か
と
思
っ
て
い
る
と
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
で
ビ
デ
オ
を
撮
り
始
め

た
。
最
後
に
希
望
者
に
販
売
す

る
。
い
ろ
ん
な
仕
事
を
考
え
出

す
。食

事
を
し
て
い
る
と
、
通
訳

を
し
て
く
れ
る
女
性
が
入
っ
て

き
た
。
こ
の
人
達
は
何
だ
ろ
う

と
見
て
い
る
と
、
三
十
分
ほ
ど

す
る
と
「
食
卓
の
前
に
あ
る
楊

枝
入
れ
は
ど
う
で
す
か
」
と
た

ず
ね
て
き
た
。「
き
れ
い
で
す

ね
」
と
答
え
る
。「
七
宝
焼
き

で
す
」新
手
の
物
売
り
だ
っ
た
。

（解答6面）

中
国
は
海
岸
線
も
長
い

し
、
内
陸
部
以
外
で
は
海
の

魚
が
食
べ
ら
れ
る
と
思
い
が

ち
で
あ
る
が
、
中
華
料
理
に

出
て
く
る
魚
は
、
ほ
と
ん
ど

淡
水
の
魚
で
あ
る
。
料
理

の
主
体
が
豚
肉
や
鶏
肉
で

あ
る
か
ら
、
魚
料
理
が
少

な
く
て
当
然
で
あ
る
が
、

海
べ
り
の
上
海
で
も
淡
水

魚
の
料
理
で
あ
っ
た
。

四
十
セ
ン
チ
も
あ
る
魚

を
丸
ご
と
料
理
し
て
、
大

皿
に
乗
せ
て
テ
ー
ブ
ル
に

運
ば
れ
て
く
る
と
、
先
が

太
く
て
丸
い
中
国
の
箸
で
、

ど
う
や
っ
て
む
し
っ
て
食

べ
れ
ば
い
い
の
か
迷
っ
て

し
ま
う
。
中
国
人
に
取
り

分
け
て
も
ら
う
と
、
魚
の

腹
の
軟
ら
か
く
て
骨
の
な

い
部
分
を
大
き
く
む
し
っ

て
、
ま
ず
、
ゲ
ス
ト
の
皿
に

入
れ
て
く
れ
る
。
一
番
お
い

し
い
部
分
だ
そ
う
だ
が
、
日

本
人
と
少
々
評
価
が
違
う
。

北
京
の
よ
う
に
、
や
や
内

陸
部
で
は
人
々
は
魚
料
理
は

め
っ
た
に
食
べ
な
い
よ
う
で

あ
る
。
特
に
海
の
魚
は
、
冷

凍
物
が
中
心
だ
。
し
か
し
、

一
九
九
〇
年
代
中
ご
ろ
よ
り

日
本
料
理
の
店
も
開
店
し

（
五
人
百
姓
、
京
樽
、
石
亭
、

居
酒
屋
兆
治
等
な
ど
）、
に

ぎ
り
寿
司
な
ど
も
食
べ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
、
生
も
の

を
食
べ
る
習
慣
の
な
い
中
国

人
に
も
寿
司
愛
好
家
が
増
え

た
の
か
、
回
転
寿
司
の
店
ま

で
あ
っ
て
驚
い
た
。

北
京
の
市
場
を
見
学
に
行

っ
た
。
北
京
の
南
の
方
、
天

壇
公
園
の
近
く
の
高
級
魚
の

鮮
魚
市
場
を
見
学
し
た
が
、

そ
の
喧
騒
は
夕
方
の
近
江
町

市
場
に
似
て
い
た
。
大
き
く

て
よ
く
太
っ
た
蝦
蛄
（
シ
ャ

コ
）
が
山
積
み
さ
れ
て
い
た

り
、
マ
テ
貝
、
ア
カ
ニ
シ
貝

や
ノ
コ
ギ
リ
ガ
ザ
ミ
（
蟹
）、

巨
大
な
イ
セ
エ
ビ
な
ど
、
近

江
町
で
は
お
目
に
か
か
れ
な

い
珍
し
い
海
産
物
が
水
槽
を

泳
い
だ
り
、
山
積
み
さ
れ
た

り
し
て
い
た
。

変
わ
っ
た
物
で
は
、
大
き

な
籠
に
入
っ
た
蛙
を
あ
ち
こ

ち
に
見
か
け
た
し
、
ス
ッ
ポ

ン
な
ど
の
亀
も
見
か
け
た
。

美
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
魚

市
場
を
出
て
、
食
材
を
商
う

露
店
が
軒
を
連
ね
る
通
り

で
、「
活
鳥
」
と
い
う
大
き

な
看
板
に
出
会
い
、
生
き
た

ま
ま
の
鶏
が
大
き
な
竹
籠
の

中
に
、
両
脚
を
縛
ら
れ
て
窒

息
し
そ
う
な
ほ
ど
た
く
さ
ん

詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。
種
類

ご
と
か
、
値
段
ご
と
か
に
分

け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
竹
籠

が
十
個
ち
か
く
も
あ
っ
た
。

「
活
魚
」
は
聞
き
慣
れ
て
い

る
が
、
け
だ
し
「
活
鳥
」
と

は
言
い
え
て
妙
で
あ
る
。
鳩

の
籠
も
あ
っ
て
、
よ
く
見
る

と
脚
に
金
属
の
環
を
巻
い
た

も
の
が
い
た
。
買
物
客
は
、

品
定
め
し
て
一
、
二
羽
づ
つ

鶏
の
脚
を
持
っ
て
ぶ
ら
さ
げ

て
い
く
か
、
脚
を
縛
っ
た
ま

ま
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
へ
入
れ
て

も
ら
っ
て
い
た
。
食
べ
る
直

前
の
状
態
ま
で
調
理
し
た
日

本
の
鶏
肉
と
ち
が
い
、
原
材

料
そ
の
ま
ま
の
食
材
で
あ

り
、
食
文
化
の
異
な
り
を
感

じ
た
。

少
数
民
族
の
人
々
が
食
べ

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
大
き

な
生
き
た
蛇
を
売
っ
て
い

た
。
誰
か
が
買
う
と
、
店
員

が
目
の
前
で
頭
を
チ
ョ
ン
切

っ
て
、
両
手
で
ア
ッ
と
言
う

間
に
皮
を
剥
い
て
し
ま
う
の

を
見
た
。
白
身
の
魚
の
よ
う

な
色
を
し
て
い
た
。

あ
れ
こ
れ
買
っ
て
帰
り
、

料
理
し
て
食
べ
さ
せ
て
も
ら

っ
た
が
、
ど
ん
な
味
だ
っ
た

の
か
今
で
は
す
っ
か
り
忘
れ

て
し
ま
い
、
塩
ゆ
で
に
し
た

蝦
蛙
の
美
味
な
味
だ
け
は
忘

れ
ら
れ
な
い
。
日
本
人
は
や

は
り
魚
介
類
の
味
覚
だ
け

は
、確
か
で
あ
る
と
思
っ
た
。

二
泊
三
日
の
北
京 

小
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高
校
の
正
門
を
出
る
と
北
に

向
か
っ
て
真
っ
す
ぐ
に
大
き
な

砂
利
道
が
あ
っ
た
。
左
側
に
は

深
い
側
溝
を
経
て
小
学
校
の
校

庭
が
あ
り
、
か
な
り
大
き
な
並

木
が
続
い
て
い
た
。
夕
日
が
当

た
る
と
木
々
の
影
が
道
路
を
横

切
り
左
側
の
民
家
ま
で
も
縞
模

様
に
し
て
い
た
。
そ
ん
な
遠
近

法
の
絵
画
の
よ
う
な
景
色
の
中

を
、
三
々
五
々
下
校
す
る
女
子

生
徒
の
後
ろ
姿
は
艶
め
か
し
か

っ
た
。
紺
の
ス
カ
ー
ト
の
襞

（
ひ
だ
）
が
腰
の
あ
た
り
で
曲

線
を
描
い
て
く
び
れ
て
い
る
の

は
、
彼
女
ら
が
自
分
ら
男
と
は

ま
っ
た
く
違
っ
た
生
物
の
よ
う

で
、
あ
こ
が
れ
な
く
し
て
見
ら

れ
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
女
生
徒

の
一
人
が
Ｄ
で
あ
っ
た
。
そ
の

道
の
突
き
当
た
り
の
町
に
住
ん

で
い
た
。

「
Ｄ
ち
ゃ
ん
！
」

私
の
下
宿
の
同
室
人
Ｓ
は
、

食
事
の
あ
と
な
ど
、
暇
が
で
き

る
と
座
布
団
を
抱
え
て
、
よ
く

叫
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
わ
れ

わ
れ
の
下
宿
は
Ｄ
と
同
じ
中
田

町
に
あ
っ
た
の
で
下
宿
途
中
に

Ｄ
を
よ
く
見
か
け
て
い
た
。

「
よ
し
、
Ｓ
、
俺
が
お
ま
え
の

名
前
で
、
交
際
し
て
く
だ
さ
い

っ
て
手
紙
を
書
い
て
や
る
」

二
人
は
計
画
を
実
行
し
た
。
Ｓ

も
、
ど
こ
ま
で
本
気
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。

「
ご
め
ん
く
だ
さ
い
」

Ｓ
と
私
は
二
、
三
回
、
Ｄ
家

の
玄
関
の
前
を
行
き
来
し
た
あ

と
私
が
戸
を
開
け
た
。
旧
家
ら

し
い
大
き
な
重
い
木
戸
の
一
部

に
小
さ
な
格
子
戸
が
つ
い
て
お

り
、
ガ
タ
ガ
タ
と
そ
れ
を
開
け

た
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て

Ｄ
の
母
親
ら
し
き
人
が
出
て
き

た
。
し
ま
っ
た
感
じ
の
細
面
で

Ｄ
に
似
て
眉
が
濃
か
っ
た
。
叱

ら
れ
る
と
思
い
き
や
、
部
屋
に

通
さ
れ
、
お
茶
が
出
て
三
十
分

ほ
ど
時
を
過
ご
し
た
。

「
男
女
共
学
だ
か
ら
、
こ
ん
な

こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な

い
け
ど
、
度
々
あ
っ
て
は
困
り

ま
す
」

帰
り
際
に
Ｄ
の
母
親
に
は
っ
き

り
言
わ
れ
た
。
と
に
か
く
手
紙

は
置
い
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
一
週
間
が
た
っ

た
。
ど
の
よ
う
に
し
て
連
絡
を

と
っ
た
か
記
憶
に
な
い
が
、
手

紙
の
返
事
を
聞
く
た
め
に
、
私

が
彼
女
に
密
か
に
会
う
約
束
を

し
た
。
あ
る
日
の
夕
方
、
町
の

西
の
端
、
岬
の
突
堤
で
私
は
Ｄ

と
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

現
在
の
よ
う
な
大
き
な
防
波
堤

は
な
く
、
海
面
よ
り
高
さ
二
メ

ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
塊
が
沖

の
水
平
線
に
向
か
っ
て
ず
っ
と

伸
び
て
い
た
。
そ
の
上
を
二
人

は
黙
っ
て
歩
い
て
行
っ
た
。
人

の
目
は
遠
い
。

（
ポ
ン
、
ポ
ン
、
ポ
ン
、
ポ

ン
・
・
・
）

焼
き
玉
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
立

て
な
が
ら
漁
船
が
す
ぐ
横
を
通

っ
た
。
漁
師
た
ち
の
冷
や
か
し

の
声
を
聞
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
。
こ
ん
な
経
験
の
ま
っ
た
く

な
か
っ
た
私
は
、
夢
の
中
で
あ

っ
た
。

「
石
鹸
は
高
級
脂
肪
酸
の
グ
リ

セ
リ
ン
・
エ
ス
テ
ル
で
あ
る
」

科
学
の
ノ
ー
ト
を
暗
記
し
て

い
る
風
を
装
っ
て
、
私
は
海
へ

向
か
っ
て
大
声
で
叫
ん
で
い

た
。
結
局
、
交
際
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
Ｓ
の
手
紙
に
対
す
る
彼

女
の
返
事
は
ノ
ー
で
あ
っ
た
。

ま
た
一
週
間
が
た
っ
た
。

『
押
し
の
一
手
』
と
い
う
こ
と

で
、
私
は
ふ
た
た
び
Ｄ
と
友
人

Ｓ
と
の
交
際
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。
今
度
は
町
の
東
の
端
の

一
本
松
の
あ
る
公
園
で
あ
る
。

町
の
病
院
の
前
を
通
り
、
砂
利

を
敷
い
た
ゆ
る
や
か
な
坂
を
上

が
っ
て
行
く
と
、
道
の
右
側
を

流
れ
て
い
る
小
川
に
朱
色
の
欄

干
の
小
さ
な
橋
が
か
か
っ
て
い

た
。
そ
の
あ
た
り
か
ら
左
に
折

れ
、
ま
ば
ら
な
桜
の
林
に
入
っ

た
。
花
は
満
開
で
あ
っ
た
。

「
繰
り
返
し
て
好
き
だ
と
言
わ

れ
る
と
、
そ
う
言
わ
れ
た
相
手

を
次
第
に
好
き
に
な
る
・
・
・

そ
ん
な
人
も
い
る
ら
し
い
け
ど

私
は
違
い
ま
す
。
好
き
嫌
い
に

関
係
な
く
Ｓ
さ
ん
は
私
に
と
っ

て
普
通
の
同
級
生
で
す
」

Ｄ
の
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬

間
、
私
は
自
分
の
一
連
の
行
為

が
ま
っ
た
く
の
無
意
味
で
、
単

な
る
自
己
欺
瞞
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
た
。

（
そ
れ
も
そ
う
だ
。
今
、
こ
の

漁
師
町
で
、
高
校
生
の
男
女
の

ど
ん
な
交
際
が
ゆ
る
さ
れ
る
と

い
う
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
、

初
め
か
ら
分
か
っ
て
い
る
。
俺

は
Ｓ
の
た
め
に
来
た
の
で
な
く

て
、
自
分
が
Ｄ
に
会
い
た
い
か

ら
来
た
の
で
は
な
い
か
）

Ｓ
に
悪
い
こ
と
を
し
た
と
自

己
嫌
悪
の
念
が
湧
い
た
。
し
か

し
、
そ
の
さ
ら
に
下
に
、
何
と

も
言
え
な
い
う
れ
し
い
気
持
ち

が
あ
っ
た
。

い
つ
の
ま
に
か
、
病
院
を
見

お
ろ
す
丘
の
上
に
き
て
い
た
。

真
っ
青
の
空
を
背
景
に
、
ピ
ン

ク
の
桜
花
が
し
だ
れ
下
が
っ
て

い
た
。

（
な
ん
て
美
し
い
の
だ
ろ
う
。

こ
の
場
面
を
一
生
、
忘
れ
な
い

で
お
こ
う
）

そ
の
空
の
青
さ
を
、
そ
の
桜

の
花
の
色
を
、
私
は
頭
に
刻
み

付
け
た
。

「
Ｄ
さ
ん
、
個
人
的
な
こ
と
を

尋
ね
て
い
い
で
す
か
」

「
え
え
」

「
将
来
、
僕
は
何
に
な
る
と
思

う
」

「
・
・
・
」

「
つ
ま
り
僕
は
何
の
職
業
に
つ

い
た
ら
良
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
」私

は
つ
い
に
、
友
人
の
こ
と

で
な
く
、
自
分
の
こ
と
を
た
ず

ね
て
し
ま
っ
た
。

「
お
医
者
さ
ん
に
な
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
」

私
は
び
っ
く
り
し
た
。
病
気

と
か
病
人
の
話
は
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
嫌
い
で
、
自
分
が
医
者

に
な
る
こ
と
な
ん
か
想
像
し
た

こ
と
も
な
か
っ
た
。

Ｄ
と
の
デ
ー
ト
は
そ
れ
き
り

だ
っ
た
。三
年
の
学
期
が
進
み
、

受
験
勉
強
の
真
っ
只
中
に
突
入

し
た
。

Ｄ
と
は
そ
れ
以
来
、
話
す
こ

と
は
な
か
っ
た
。

私
の
入
学
志
望
校
は
大
阪
大

学
理
学
部
か
ら
、
い
つ
の
ま
に

か
金
沢
大
学
に
変
わ
っ
た
。

『
金
大
を
受
け
る
の
な
ら
田
舎

へ
帰
っ
て
寝
と
れ
』

受
け
持
ち
の
先
生
に
そ
う
言

わ
れ
た
け
れ
ど
も
、
意
思
は
変

わ
ら
な
か
っ
た
。そ
し
て
結
局
、

金
大
理
学
部
に
入
っ
た
。
そ
し

て
大
学
の
二
年
間
が
過
ぎ
て
医

学
部
専
門
課
程
の
入
試
が
始
ま

る
と
、
私
は
そ
れ
を
受
験
し
て

い
た
。
当
時
、
医
学
部
進
学
コ

ー
ス
の
理
学
部
乙
は
定
員
四
十

人
、専
門
部
は
八
十
人
な
の
で
、

そ
の
差
四
十
人
を
全
国
の
大
学

の
、
す
べ
て
の
学
部
の
二
年
終

了
者
か
ら
募
集
し
て
い
た
。
試

験
内
容
は
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、

物
理
、
科
学
、
法
学
、
心
理
学
、

数
学
。
い
ず
れ
も
大
学
で
の
授

業
内
容
の
応
用
問
題
で
あ
っ
た

の
で
、
一
年
以
上
の
受
験
準
備

は
高
校
時
代
の
そ
れ
よ
り
大
変

で
あ
っ
た
。

勉
強
に
疲
れ
て
思
い
出
す
の

は
、
い
つ
も
あ
の
公
園
の
青
空

を
バ
ッ
ク
に
し
た
桜
の
枝
で
あ

っ
た
。
受
験
倍
率
は
三

.

・
六

倍
。晴
れ
て
医
学
生
に
な
っ
た
。

ほ
っ
と
し
て
あ
た
り
を
見
渡

す
と
、
Ｄ
は
も
う
結
婚
し
て
い

た
。
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四
十
七
年
前
の
春 

Ｏ
・
ひ
ろ
し 

会員投稿 会員投稿 

美
並
村
の
釜
ケ
滝 

勝
木
　
育
夫
（
小
松
市
・
耳
鼻
咽
喉
科
） 

会員投稿 会員投稿 

大野市から岐阜県白鳥町へ抜け、東海北陸道を南下して美並インターで降りる。

美並村は日本の人口の重心に当たるとのことで、日本まん真ん中のモニュメント

や日本まん真ん中センターができている。

全国を回って鉈彫で知られる十万体もの円空仏を作った円空の出身地で、大う

なぎが住む粥川谷の「美並ふるさと館」で展示されている。

国道に戻って156号緑をさらに南下すると、「釜ケ滝」の案内があって右折する。

夏なら冷たくて奇麗な水を利用して、流しそうめんやバーベキューが行われてい

るが、そこは横目に見て車を降りて山道に入る。小さい滝を過ぎて間もなくお目

にかかるのが三の滝（写真）で、直下型の美しい滝である。そこからさらに登る

と、釜ケ滝の名の由来となった大きな滝壷を持つこの滝に出会う。大きくて深そ

うなお釜だが、写真ではその様子をうまく伝えられないのが残念である。

さらにその上の一の滝は、２メートルくらいの小さい滝だが、やはり滝壷は大

きい。ずっと登るともう一つ滝があるみたいだが、相当歩かねばならないようで、

時間切れで諦めざるを得なかった。

美並村には、「神の御杖杉」といわれる大杉もあり、ゴールデンウイークのころ

なら桂昌寺のボタン園も一見に値する。解禁ともなればアユ釣りも盛んに行われ

ている。一日の行楽にはなかなか良い所である。



（13）2000年８月15日（毎月15日発行） 石 川 保 険 医 新 聞

北
陸
自
動
車
道
を
木
之
本

イ
ン
タ
ー
で
降
り
、
国
道
八

号
線
を
北
上
、
賤
ヶ
岳
ト
ン

ネ
ル
の
手
前
で
右
折
す
る

と
、
賤
ヶ
岳
山
上
へ
の
リ
フ

ト
乗
り
場
に
着
く
。
山
頂
か

ら
は
余
呉
湖
と
江
越
国
境
の

山
並
、
ま
た
背
後
に
は
琵
琶

湖
を
望
見
す
る
。

天
正
十
年(

一
五
八
二)

六

月
二
日
、
信
長
、
本
能
寺
に

死
す
。
明
け
て
天
正
十
一
年

(
一
五
八
三)

二
月
、
越
前
、

北
ノ
庄
城
は
豪
雪
に
覆
わ
れ

て
い
た
。
反
秀
吉
同
盟
を
組

む
岐
阜
城
の
織
田
信
孝
、
伊

勢
の
滝
川
一
益
の
相
次
ぐ
救

援
要
請
に
、
柴
田
勝
家
は
焦

慮
を
深
め
て
い
た
。
三
月
二

日
、
大
量
の
雪
か
き
人
足
を

動
員
し
、
つ
い
に
勝
家
は
南

進
を
開
始
す
る
。
齢
、
六
十

二
で
あ
っ
た
。
富
山
城
に
は

佐
々
成
政
を
越
後
の
上
杉
景

勝
の
抑
え
に
残
し
、
勝
家
に

従
う
は
、
尾
山
城(

金
沢)

の

佐
久
間
盛
政
、
七
尾
城
の
前

田
利
家
、
小
松
城
の
徳
山
秀

現
、大
聖
寺
城
の
拝
郷
家
嘉
、

丸
岡
城
の
不
破
勝
光
、
勝
山

城
の
原
長
頼
、
大
野
城
の
金

森
長
近
等
で
あ
っ
た
。
勝
家

は
北
近
江
に
進
出
し
砦
群
を

築
い
た
。

こ
れ
に
対
し
秀
吉
は
木
之

本
に
本
陣
を
置
き
、
同
様
に

砦
群
を
展
開
し
勝
家
に
対
峙

す
る
。
四
月
十
七
日
、
秀
吉

は
弟
、秀
長
に
本
陣
を
任
せ
、

岐
阜
の
信
孝
を
撃
破
す
る
た

め
大
垣
城
へ
と
移
動
し
、
十

九
日
を
期
し
て
総
攻
撃
を
加

え
る
手
は
ず
を
整
え
た
。
こ

の
時
、天
は
秀
吉
に
味
方
し
、

前
夜
か
ら
の
大
雨
で
揖
斐
川

が
氾
濫
し
て
渡
河
不
能
と
な

る
。
秀
吉
、
木
之
本
を
離
れ

る
の
情
報
を
得
た
勝
家
の

甥
、
佐
久
間
盛
政
は
大
岩
山

砦
へ
の
奇
襲
攻
撃
を
進
言
す

る
。
勝
家
は
大
岩
山
攻
略
後

は
即
時
撤
退
を
条
件
に
、
こ

れ
を
許
可
し
た
。
四
月
二
十

日
、
奇
襲
は
成
功
し
、
大
岩

山
砦
の
中
川
清
秀
隊
は
善
戦

す
る
も
玉
砕
。
東
隣
の
岩
崎

山
砦
の
高
山
右
近
隊
も
木
之

本
ま
で
退
い
た
。
西
隣
の
賤

ヶ
岳
を
守
る
桑
山
重
晴
隊
も

翌
朝
ま
で
に
は
退
陣
予
定
で

あ
っ
た
。
大
垣
城
で
こ
れ
を

聞
い
た
秀
吉
は
「
わ
れ
勝
て

り
」
と
叫
ん
だ
と
諸
書
に
残

る
。
秀
吉
は
、
た
だ
ち
に
軍

を
木
之
本
に
急
行
さ
せ
、
大

垣
、
木
之
本
間
五
十
二
キ
ロ

を
わ
ず
か
五
時
間
で
到
着
し

た
。
沿
道
に
は
、
松
明
や
握

り
飯
が
並
べ
ら
れ
、
羽
柴
軍

は
天
下
を
取
る
た
め
神
速
で

駆
け
抜
け
た
の
だ
。
四
月
二

十
一
日
、
賤
ヶ
岳
に
大
兵
力

を
集
中
し
た
秀
吉
は
、
盛
政

と
そ
の
弟
で
勝
家
の
養
子
の

柴
田
勝
政
隊
の
退
却
時
に
、

総
攻
撃
を
開
始
し
た
。

こ
の
追
撃
戦
で
戦
功
著
し

く
、
一
番
槍
の
感
状
を
賜
っ

た
の
は
、
福
島
正
則
、
加
藤

清
正
、
加
藤
嘉
明
、
片
桐
且

元
、
脇
坂
安
治
、
平
野
長
泰
、

糟
屋
武
則
、
桜
井
佐
吉
、
石

河
兵
助
の
九
名
で
あ
る
が
、

後
世
、
桜
井
佐
吉
、
石
河
兵

助
を
除
い
て
語
呂
の
良
い
七

本
槍
と
し
て
流
布
す
る
こ
と

と
な
る
。権
現
坂
ま
で
退
き
、

羽
柴
軍
迎
撃
の
態
勢
を
と
っ

た
佐
久
間
隊
の
背
後
で
は
、

信
じ
ら
れ
ぬ
異
変
が
起
こ
っ

た
。
後
方
支
援
の
た
め
布
陣

し
て
い
た
前
田
隊
が
戦
場
を

離
脱
し
、
越
前
へ
と
背
走
を

始
め
た
の
だ
。
こ
れ
を
見
て

不
破
隊
、
金
森
隊
も
遁
走
し

た
。
勝
家
本
隊
も
七
千
か
ら

三
千
へ
と
激
減
し
、
つ
い
に

勝
家
も
北
ノ
庄
を
目
指
し
て

退
却
す
る
。
秀
吉
は
、
こ
れ

を
追
尾
し
て
北
陸
に
侵
攻

し
、
四
月
二
十
二
日
、
府
中

城(

武
生)

に
て
利
家
の
降
伏

を
受
理
し
た
。
利
家
は
先
鋒

と
な
っ
て
柴
田
軍
を
追
撃

し
、
長
男
の
利
長
は
人
質
と

な
っ
て
秀
吉
の
馬
の
口
取
り

と
し
て
進
ん
だ
。
四
月
二
十

四
日
、
北
ノ
庄
落
城
。
さ
ら

に
秀
吉
は
加
賀
へ
進
み
尾
山

城
に
無
血
入
城
す
る
。

賤
ヶ
岳
の
合
戦
後
、
利
家

は
能
登
の
他
に
河
北
、
石
川

の
二
郡
を
与
え
ら
れ
、
居
城

を
七
尾
城
よ
り
尾
山
城
へ
移

す
。
後
の
世
に
、
こ
の
日
が

百
万
石
ま
つ
り
と
な
る
。
秀

吉
の
天
下
平
定
後
は
、
利
家

は
加
賀
、
能
登
、
越
中
の
三

カ
国
を
領
し
た
。賤
ヶ
岳
は
、

北
陸
の
領
主
が
勝
家
か
ら
利

家
へ
と
移
る
契
機
と
も
な
っ

た
合
戦
で
あ
っ
た
。

四
月
に
ホ
ン
ダ
オ
デ
ッ
セ
ィ
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ー

ナ
ビ
が
標
準
装
備
で
付
い
て
き
た
。
今
ま
で
、
カ
ー
ナ
ビ
な

ん
て
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
い
ざ
使
っ
て
み
る
と
い

ろ
い
ろ
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
あ
っ
た
。

ま
ず
、
自
宅
の
位
置
を
地
図
か
ら
設
定
す
る
。
そ
し
て
、

目
的
地
を
設
定
す
る
の
だ
が
、
こ
の
設
定
の
仕
方
に
は
い
ろ

い
ろ
な
方
法
が
あ
る
。
公
共
施
設
や
観
光
地
な
ど
は
、
名
称

を
選
ん
で
入
力
す
れ
ば
よ
い
。
そ
れ
以
外
の
場
所
は
、
目
的

地
の
町
名
を
選
ん
で
入
力
す
る
か
、
地
図
か
ら
目
的
地
を
探

し
だ
し
て
マ
ー
ク
を
付
け
て
入
力
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
、
電
話
番
号
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
目
的
地
が
設
定
で
き

る
場
所
も
あ
る
。

目
的
地
を
設
定
し
、
い
ざ
出
発
し
よ
う
と
す
る
と
「
こ
れ

よ
り
、
ル
ー
ト
案
内
を
開
始
し
ま
す
」
と
お
ね
え
さ
ん
の
美

し
い
声
が
聞
こ
え
る
。
一
人
で
運
転
し
て
い
て
も
誰
か
に
し

ゃ
べ
り
か
け
ら
れ
る
と
、
何
と
な
く
一
人
の
寂
し
さ
が
ま
ぎ

れ
る
気
が
す
る
。
目
的
地
ま
で
の
計
算
さ
れ
た
ル
ー
ト
が
画

面
の
道
路
上
に
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
表
示
さ
れ
、「
ま
も
な

く
、
右
折
で
す
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。
自
分
が
進

も
う
と
思
っ
て
い
た
ル
ー
ト
と
違
っ
て
い
る
と
一
瞬
ど
う
し

よ
う
か
と
迷
っ
て
し
ま
う
。
相
手
は
カ
ー
ナ
ビ
な
の
だ
か
ら
、

自
分
の
思
っ
た
道
を
進
め
ば
よ
い
の
だ
が
、
せ
っ
か
く
し
ゃ

べ
っ
て
く
れ
る
お
ね
え
さ
ん
の
声
に
な
ん
だ
か
悪
い
よ
う
な

気
が
し
て
・
・
・
。
予
定
の
ル
ー
ト
と
違
う
道
へ
行
く
と
、

「
違
う
道
へ
行
く
の
な
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
カ
ー
ナ
ビ
を
使
わ
な

く
て
も
い
い
だ
ろ
う
」
と
言
う
カ
ー
ナ
ビ
の
文
句
が
聞
こ
え

て
き
そ
う
で
あ
る
。
カ
ー
ナ
ビ
は
新
し
い
ル
ー
ト
計
算
を
始

め
た
。
カ
ー
ナ
ビ
に
「
ど
う
も
す
い
ま
せ
ん
」
と
言
い
た
く

な
る
。

目
的
地
に
近
づ
く
と
「
ま
も
な
く
目
的
地
周
辺
で
す
」
と

い
う
声
が
聞
こ
え
、
カ
ー
ナ
ビ
の
お
仕
事
は
終
了
す
る
。
目

的
地
周
辺
で
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な
っ
て
も
一
番
近
く
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
ま
で
案
内
し
て
く
れ
る
し
、
こ
の
あ
た
り
に

ど
こ
か
観
光
地
が
な
い
か
な
あ
と
探
し
て
み
る
と
、
す
ぐ
に

教
え
て
く
れ
る
。
こ
ん
な
道
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
よ
う
な

初
め
て
通
る
道
も
教
え
て
く
れ
る
。
オ
デ
ッ
セ
ィ
に
乗
る
た

び
に
感
心
し
き
り
の
私
で
あ
っ
た
。

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は６面にあります） 

三省堂の段級位認定大会の 
実戦からで黒番です。 

原
稿
募
集
中
!!
 

　
旅
行
記
、趣
味
・
医
療
福
祉
に
つ
い
て
な
ど
、原
稿
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

─後の世の百万石祭りに至る─ 

紺谷　信夫（松任市・内科） 
③ 

賤ケ岳へ 
会員リレーエッセイ ◆◆18◆◆

戦いが終わり、兜を脱ぎ、疲れ果てた兵の姿。
彼の胸に去来するものは何か。賤ケ岳山頂にて。

カ
ー
ナ
ビ牛

村
　
繁
（
金
沢
市
・
眼
科
）

事
務
局
休
務
の
ご
案
内 

八
月
十
四
日（
月
）〜
八
月
十
六
日（
水
）は 

盆
休
の
た
め
事
務
局
を
休
務
致
し
ま
す
。 

ご
了
承
下
さ
い
。 

経営・共済部長　井沢宏夫 

保険医協会のグループ保険加入者８２０人（配偶者

を含む）のうち、１９９９年度の保険金給付者は３人、

９，０００万円であり、配当率は３．５％になる見込みです。

１９９８年度の際にも配当率が３．２％（配当金額３，２２３，０３０円）

となり、この金額では加入者に還元しても少額となるため、

当会理事会では配当率が１０％以上になるまで預り金

とすることを申し合わせています。 

従って、１９９８年度及び１９９９年度の配当金は次年

度以降に合算して送金することになりました。加入者

各位にはご了承をお願いします。 

石川県保険医協会 

1999年度グループ保険配当金は 
翌年度に繰り越します 
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